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第５章第５章第５章第５章 

『シュリーマド・バーガヴァタム』について『シュリーマド・バーガヴァタム』について『シュリーマド・バーガヴァタム』について『シュリーマド・バーガヴァタム』について 

ヴャーサデーヴァにヴャーサデーヴァにヴャーサデーヴァにヴャーサデーヴァに授け授け授け授けられたナーラダの教えられたナーラダの教えられたナーラダの教えられたナーラダの教え 
 

第１節第１節第１節第１節 

 

SaUTa ovac 
AQa Ta& Sau%MaaSaqNa oPaaSaqNa& b*hC^¥va" ) 
devizR" Pa[ah ivPa[iz| vq<aaPaai<a" SMaYaiàv )) 1 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

アタハ    タンム    スカハンム    アーシーナ 

atha taà sukham äséna 
 

ウパーシーナンム    ブリハチ・チラヴァーハ 

upäsénaà båhac-chraväù 
 

デーヴァルシヒ プラーハ ヴィプラルシンム 

devarñiù präha viprarñià 
 

ヴィーナー・パーニヒ スマヤンー    イヴァ 

véëä-päëiù smayann iva 
 

sütaù—スータ; uväca—言った; atha—ゆえに; tam—かれに; sukham äsénaù—ゆったり

と座って; upäsénam—近くに座っている者に向かって; båhat-çraväù—深い敬意を表して; 

devarñiù—神々の中の偉大なリシ; präha—言った; viprarñim—ブラーフマナ達の中のリシに

向かって; véëä-päëiù—手にヴィーナーを持っている者; smayan iva—微笑んでいるように見

える。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが言った。「神々のなかの聖者（ナーラダ）は、笑みを浮かべつ

つゆったりと座り、ブラーフマナのなかのリシ（ヴャーサデーヴァ）に話しかけた。」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ナーラダは微笑んでいました。大聖者ヴャーサデーヴァの失望の理由をよく知っていたから
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です。これからナーラダが徐々に説明していくように、その失望感は、献愛奉仕について充分

に説明されなかったことに起因しています。ナーラダはその欠陥を知っていましたし、それは

ヴャーサデーヴァの心境を見ても明白なことでした。 

 

第２節第２節第２節第２節 

 

Naard ovac 
PaaraXaYaR  Maha>aaGa  >avTa" k-iÀdaTMaNaa ) 
PairTauZYaiTa Xaarqr AaTMaa MaaNaSa Wv va )) 2 )) 

 
ナーラダ ウヴァーチャ 

närada uväca 
 

パーラーシャリャ マハー・バハーガ 

päräçarya mahä-bhäga 
 

バハヴァタハ    カッチドゥ アートゥマナー 

bhavataù kaccid ätmanä 
 

パリトゥッシャティ シャーリーラ 

parituñyati çäréra 
 

アートゥマー マーナサ エーヴァ ヴァー 

ätmä mänasa eva vä 
 

näradaù—ナーラダ; uväca—言った; päräçarya—パラーシャラの子よ; mahä-bhäga—こ

のうえなく幸運な者; bhavataù—あなたの; kaccit—もしそうならば; ätmanä—〜の自⼰の悟

りによって; parituñyati—それが満足させるか; çäréraù—体を自分と思う; ätmä—自⼰; 

mänasaù—心を自分と思う; eva—確かに; vä—そして。 
 

パラーシャラの子・ヴャーサデーヴァにナーラダが尋ねた。「あなたは、体や心を自⼰の悟

りの対象にして満足しているのか」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ナーラダはこう話しかけて、ヴャーサデーヴァの失望の原因をほのめかしています。強靱な

精神力を持つパラーシャラの子孫であるヴャーサデーヴァには、失望感を起こさせるはずのな

いすぐれた血統を受けつぐ特権にめぐまれていたはずです。偉大な父に生まれた偉大な子息だ

ったのですから、体と心を自分とみなすべきではありませんでした。知識に欠ける凡人なら体
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や心を自分と思いこむかもしれませんが、ヴャーサデーヴァはそのようなまちがいをおかすべ

きではありませんでした。物質的な体や心を超越した自⼰の悟りの境地にいなければ、快活な

性格にはなれません。 

 

第３節第３節第３節第３節 

 

iJajaiSaTa&  SauSaMPaàMaiPa Tae Mahdd(>auTaMa( ) 
k*-TavaNa( >aarTa& YaSTv& SavaRQaRPairb*&ihTaMa( )) 3 )) 

 
ジギャーシタンム スサンパンナンム 

jijïäsitaà susampannam 
 

アピ テー マハドゥ・アドゥブフタンム 

api te mahad-adbhutam 
 

クリタヴァーン バハーラタンム    ヤス トゥヴァンム 

kåtavän bhärataà yas tvaà 
 

サルヴァールタハ・パリブリンムヒタンム 

sarvärtha-paribåàhitam 
 

jijïäsitam—充分に問いただしている; susampannam—よく精通して; api—にもかかわら

ず; te—あなたの; mahat-adbhutam—偉大ですばらしい; kåtavän—準備した; bhäratam—

『マハーバーラタ』; yaù tvam—あなたが為したこと; sarva-artha—すべての配列を含んでい

る; paribåàhitam—詳細に説明されて。 
 

あなたが万全の質問を用意し、研究も首尾良く完結させ、いっさいのヴェーダの教えを入念

に網羅した『マハーバーラタ』という偉大かつ驚嘆すべき書籍を著わしたことに、疑いの余地

はない。  
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ヴャーサデーヴァの失望が知識不足によるものでないことは明らかです。学習者の立場から

ヴェーダ経典について万全の質問を準備し、その結果としてヴェーダに関するすべての説明を

網羅した『マハーバーラタ』が作られたのです。 
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第４節第４節第４節第４節 

 

iJajaiSaTaMaDaqTa& c b]øYataTa( SaNaaTaNaMa( ) 
TaQaaiPa   XaaecSYaaTMaaNaMak*-TaaQaR wv Pa[>aae )) 4 )) 

 
ジギャーシタンム アデヒィータンム チャ 

jijïäsitam adhétaà ca 
 

ブラフマ    ヤトゥ タトゥ サナータナンム 

brahma yat tat sanätanam 
 

タタハーピ    ショーチャッシ アートゥマーナンム 

tathäpi çocasy ätmänam 
 

アクリタールタハ イヴァ プラボホー 

akåtärtha iva prabho 
 

jijïäsitam—巧 みに、 充分に 描写し てい る ; adhétam—得 られる 知識 ; ca— そして ; 

brahma—絶対者; yat—であるもの; tat—それ; sanätanam—永遠な; tathäpi—それにもか

かわらず; çocasi—嘆いている; ätmänam—自⼰に対して; akåta-arthaù—なにもしていない; 

iva—のような; prabho—プラブよ。 
 

あなたは非人格のブラフマンについて、そしてその悟りから得られる知識について充分に描

写している。ところがヴャーサ・プラブよ。このような数々の偉業にもかかわらず、すべてが

徒労に終わったかのように落胆に沈んでいるのは、なぜか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリー・ヴャーサデーヴァが編纂した『ヴェーダンタ・スートラ』、すなわち『ブラフマ・

スートラ』には、姿を持たない絶対者の様相について完全に描写されており、世界でもっとも

深遠な解説書として認められています。永遠性に関する記述が網羅され、その方法もきわめて

学術的です。ですから、ヴャーサデーヴァの崇高な学識に疑いをはさむ余地はありません。で

は、なぜかれは失意の底にあったのでしょうか。 

 

第５節第５節第５節第５節 
 

VYaaSa ovac 
ASTYaev Mae SavRiMad& TvYaae¢&- 
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TaQaaiPa  NaaTMaa PairTauZYaTae Mae  ) 
TaNMaUl/MaVYa¢-MaGaaDabaeDa& 
  Pa*C^aMahe TvaTMa>avaTMa>aUTaMa( )) 5 )) 

 
ヴャーサ ウヴァーチャ 

vyäsa uväca 
 

アスティ エーヴァ メー サルヴァンム イダンム トゥヴァヨークタンム 

asty eva me sarvam idaà tvayoktaà 
 

タタハーピ  ナートゥマー パリトゥッシャテー メー 

tathäpi nätmä parituñyate me 
 

タン・ムーランム    アヴャクタンム アガーダハ・ボーダハンム 

tan-mülam avyaktam agädha-bodhaà 
 

プリッチャーマヘー トゥヴァートゥマ・バハヴァートゥマ・ブフータンム 

påcchämahe tvätma-bhavätma-bhütam 
 

vyäsaù—ヴャーサ ; uväca—言った ; asti—〜がある ; eva—確かに ; me—私のもの ; 

sarvam—すべて; idam—これ; tvayä—あなたによって; uktam—語られた; tathäpi—それで

も; na—ではない; ätmä—自⼰; parituñyate—なだめる; me—私に; tat—〜であるものの; 

mülam—根源; avyaktam—見出されていない; agädha-bodham—無限の知識を持つ人物; 

påcchämahe—尋ねる; tvä—あなたに; ätma-bhava—自分で誕生した; ätma-bhütam—子孫。 
 

シュリー・ヴャーサデーヴァが答えた。「私について今述べられたことはまったくそのとお

りです。にもかかわらず、私の心は釈然としていないのです。ですから、この不満の真因につ

いてお尋ねします。なぜならあなたは、みずから誕生した（平凡な父⺟を持たない）人物・ブ

ラフマーのご子息であるゆえに、無尽蔵の知識をそなえておられるからです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
物質界に住むすべての人々が、体と心を自分だと思いこんでいます。そのため、この世界に

行き渡っている知識はすべて体や心にまつわるものであり、それが落胆の根源になっています。

しかし、物質的知識を極めた学者でさえこの事実には気づいていない場合がほとんどです。で

すから、ナーラダのような人物にすがって落胆の原因を解明しようとする姿勢は正しいと言え

ます。なぜナーラダに頼るべきか。その理由がこれから説明されていきます。 
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第６節第６節第６節第６節 

 

Sa vE >avaNa( ved SaMaSTaGauù‚ 
MauPaaiSaTaae YaTPauåz" Paura<a" ) 

ParavreXaae MaNaSaEv ivì& 
Sa*JaTYavTYaita  Gau<aErSa(r)" )) 6 )) 

 
サ ヴァイ バハヴァーン ヴェーダ サマスタ・グヒャンム 

sa vai bhavän veda samasta-guhyam 
 

ウパーシトー ヤトゥ プルシャハ プラーナハ 

upäsito yat puruñaù puräëaù 
 

パラーヴァレーショー マナサイヴァ    ヴィシュヴァンム 

parävareço manasaiva viçvaà 
 

スリジャティ アヴァティ アッティ グナイル アサンガハ 

såjaty avaty atti guëair asaìgaù 
 

saù—このように; vai—確かに; bhavän—あなた自身; veda—知っている; samasta—すべ

てを含んでいる; guhyam—秘密の; upäsitaù—〜の献愛者; yat—なぜなら; puruñaù—人格主

神; puräëaù—最古の人物; parävareçaù—物質界と精神界の支配者; manasä—心; eva—だ

け ; viçvam—宇宙 ; såjati—創造する ; avati atti—破壊する ; guëaiù—物質によって ; 

asaìgaù—執着していない。 
 

師よ！ あなたは神秘なるものすべてをご存知です。物質界を創造し、破壊し、精神界を維

持し、そして物質自然の三様式を超越した根源の人格主神を崇拝しておられるからです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
全身全霊を傾けて主に奉仕をしている人物はすべての知識の象徴です。完璧な献愛奉仕をし

ているそのような献愛者は、主の質を授かっているからこそ完璧です。ですから、８種類の完

璧な神通力（añöa-siddhi・アシュタ・シッディ）でさえ、その人物の神々しい富に比べれば大した

価値はありません。ナーラダのような献愛者は、だれもが手に入れようとしている完璧な霊力

を使って驚くべき力を発揮することができます。人格主神に匹敵するわけではありませんが、

100パーセント完璧な生命体なのです。 
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第７節第７節第７節第７節 
 

Tv& PaYaR$=àkR- wv i}al/aek-I‚ 
MaNTaêrae   vaYauirvaTMaSaa+aq  ) 

Paravre b]øi<a DaMaRTaae v]TaE" 
  òaTaSYa Mae NYaUNaMal&/ ivc+v )) 7 )) 

 
トゥヴァンム パリャタンー アルカ イヴァ トゥリ・ローキーンム 

tvaà paryaöann arka iva tri-lokém 
 

アンタシュ・チャロー ヴァーユル イヴァートゥマ・サークシー 

antaç-caro väyur ivätma-säkñé 
 

パラーヴァレー ブラフマニ    ダハルマトー    ヴラタイヒ 

parävare brahmaëi dharmato vrataiù 
 

スナータッシャ メー ニューナンム    アランム    ヴィチャクシュヴァ 

snätasya me nyünam alaà vicakñva 
 

tvam—あなた; paryaöan—旅している; arkaù—太陽; iva—のように; tri-lokém—三界; 

antaù-caraù—誰もの心に入ることができる; väyuù iva—遍在する空気ほどの存在; ätma—

自⼰を悟った; säkñé—目撃者; parävare—原因と結果に関することにおいて; brahmaëi—絶

対者の内に; dharmataù—規定原則に従って; vrataiù—誓いにおいて; snätasya—〜に没頭し

て; me—私のもの; nyünam—不足; alam—明確に; vicakñva—探求する。 
 

あなたは、太陽のように三界のどこにでも行くことができ、空気のようにすべての生命体の

内なる心に入ることができます。ですから、遍在する至高の魂ともいうべきお方です。ですか

ら、どうかご教示ください、規定原則と誓いを守りつつ超越的境地に没頭していたにもかかわ

らず、なぜ私に不足が生じてしまったのかを。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

超越的な悟り・敬虔なおこない・神像崇拝・慈善・慈悲深さ・非暴力・厳格な規定原則にも

とづく経典の研究は、精神生活にとっていつでも有益です。 

 

第８節第８節第８節第８節 
 

é[qNaard ovac 
>avTaaNauidTaPa[aYa&   YaXaae   >aGavTaae_Mal/Ma(  ) 
YaeNaEvaSaaE Na TauZYaeTa MaNYae TaÕXaRNa& i%l/Ma( )) 8 )) 



 8 

シュリー・ナーラダ ウヴァーチャ 

çré-närada uväca 
 

バハヴァターヌディタ・プラーヤンム 

bhavatänudita-präyaà 
 

ヤショー バハガヴァトー    マランム 

yaço bhagavato 'malam 
 

イェーナイヴァーサウ ナ トゥッシェータ 

yenaiväsau na tuñyeta 
 

マニェー    タドゥ ダルシャナン    キヒランム 

manye tad darçanaà khilam 
 

çré-näradaù— シ ュ リ ー ・ ナ ー ラ ダ ; uväca— 言 っ た ; bhavatä— あ な た に よ っ て ; 

anudita-präyam—ほとんど讃えられていない; yaçaù—栄光 ; bhagavataù—人格主神の; 

amalam—無垢な; yena—それによって; eva—確かに; asau—かれ（人格主神）; na—しない; 

tuñyeta—喜ぶ; manye—私は考える; tat—その; darçanam—哲学; khilam—劣っている。 
 
シュリー・ナーラダが言う。「あなたは、人格主神の崇高かつ無垢な栄光をほんとうに世に広

めていない。主の超越的な感覚を満足させない哲学に価値はない」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

至高の魂である人格主神と個々の魂の永遠な絆は、永遠な主人と永遠な召使いの関係に置き

かえられます。主は、愛情のこもった奉仕を受けるためにみずからを無数の生命体に分身させ

ました。ですから、主と生命体が満足できるのは両者が交わす愛情だけです。学者ヴャーサデ

ーヴァは根源のヴェーダを数多くのヴェーダ経典に編纂し、ヴェーダーンタ哲学として完結さ

せたのですが、そのどれをとっても人格主神を直接に讃えてはいません。絶対者に関する超越

的な主題についてむなしい哲学的思索をかさねても、主の栄光を直接語らなければ聞く者の心

を惹きつけることはできません。「人格主神」は超越的な悟りにおける最終段階の言葉です。

姿や形のないブラフマンの悟りと局所的存在のパラマートマーの悟りは、栄光に満ちた主を至

高の人物として悟る境地ほどの超越的な至福は与えてくれません。 

『ヴェーダンタ・スートラ』の編纂者はヴャーサデーヴァ自身ですが、著者でありながら当

惑しています。ならば、著者のヴャーサデーヴァが直接述べていない『ヴェーダンタ・スート

ラ』を読者や聴衆者が聞いて、はたして超越的な喜びを感じることができるでしょうか。だか

らこそ、著者自身による『ヴェーダンタ・スートラ』の説明を、『シュリーマド・バーガヴァ

タム』という形で説明する必要が生じるのです。 
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第９節第９節第９節第９節 

 

YaQaa DaMaaRdYaêaQaaR  MauiNavYaaRNauk-IiTaRTaa"  ) 
Na TaQaa vaSaudevSYa MaihMaa ùNauvi<aRTa" )) 9 )) 

 
ヤタハー ダハルマーダヤシュ チャールタハ 

yathä dharmädayaç cärthä 
 

ムニ・ヴァリャーヌキールティターハ 

muni-varyänukértitäù 
 

ナ    タタハー ヴァースデーヴァッシャ 

na tathä väsudevasya 
 

マヒマー    ヒ    アヌヴァルニタハ 

mahimä hy anuvarëitaù 
 

yathä—〜と同じ程度; dharma-ädayaù—宗教的振舞いに関する４つの全原則; ca—そし

て; arthäù—目的; muni-varya—偉大な聖者、あなた自身; anukértitäù—繰りかえし述べて; 

na—ではない; tathä—そのように; väsudevasya—人格主神、シュリー・クリシュナの; 

mahimä—栄光; hi—確かに; anuvarëitaù—そのように絶えず述べて。 
 

偉大なる聖者よ。あなたは宗教上の活動から４つの原則まで、広範囲に記述してはいるもの

の、至高人格者・ヴァースデーヴァの栄光については述べていない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリー・ナーラダからの機敏な診断が、即座に打ちだされました。ヴャーサデーヴァの落

胆の根本原因は、さまざまなプラーナを著してはいるものの、主の栄光について述べることを

意図的に避けていた点にあります。確かに、そして当然ヴャーサデーヴァは主（シュリー・ク

リシュナ）の栄光について説明はしていますが、宗教、経済発展、感覚満足、解放など対する

説明に比べると、充分な量ではありません。この４つの原則は、主への献愛奉仕の活動に比べ

ればはるかに劣っています。権威ある学者であるシュリー・ヴャーサデーヴァにもこの違いは

わかっていたはずです。にもかかわらず、主への献愛奉仕というよりすばらしい活動について

重点を置くことなく、妥当とは言えない物事のために貴重な時間を費やしてしまいました。失

望の原因はここにあります。このことから「主に献愛奉仕をしなければ、心の底から満たされ

ることはない」ということがわかります。『バガヴァッド・ギーター』でもこの事実について

明確に述べられています。 
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宗教を始めとする４つの原則の最後になる解放の境地に到達した人は、純粋な献愛奉仕をす

るようになります。これが自⼰の悟り、すなわちブラフマ・ブータ（brahma-bhüta）と呼ば

れる段階です（『シュリーマド・バーガヴァタム』第４編・第30章・第20節）。ブラフマ・ブ

ータの境地に達した人は心が満たされます。しかしその満足は、崇高な至福の始まりにすぎま

せん。相対的なこの物質界で、私たちは中立で平等な心になって前進しなくてはなりません。

この安定した境地を通過したあとに、主への超越的な愛情奉仕に立脚できるようになります。

これが、『バガヴァッド・ギーター』で説かれている人格主神の教えです。結論として、ナー

ラダはヴャーサデーヴァに対し、「ブラフマ・ブータの境地を維持し、超越的な悟りをさらに

高めるために、献愛奉仕の道について熱意をこめて繰りかえし説明すべきである」と勧めまし

た。そうすることで、かれは深い落胆から解放されるのです。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 

 

Na YaÜciê}aPad& hreYaRXaae 
JaGaTPaiv}a& Pa[Ga*<aqTa k-ihRicTa(  ) 

TaÜaYaSa& TaqQaRMauXaiNTa MaaNaSaa 
  Na Ya}a h&Saa iNarMaNTYauiXaK+aYaa" )) 10 )) 

 
ナ ヤドゥ ヴァチャシュ チトゥラ・パダンム ハレール ヤショー 

na yad vacaç citra-padaà harer yaço 
 

ジャガトゥ・パヴィトゥランム プラグリニータ カルヒチトゥ 

jagat-pavitraà pragåëéta karhicit 
 

タドゥ ヴァーヤサンム ティールタハンム ウシャンティ マーナサー 

tad väyasaà tértham uçanti mänasä 
 

ナ ヤトゥラ ハンムサー ニラマンティ ウシク・クシャヤーハ 

na yatra haàsä niramanty uçik-kñayäù 
 

na—ではない; yat—それ; vacaù—用語; citra-padam—装飾的な; hareù—主の; yaçaù—

栄光; jagat—宇宙; pavitram—浄化されて; pragåëéta—説明された; karhicit—ほとんどない; 

tat—それ; väyasam—カラス; tértham—巡礼の場所; uçanti—考える; mänasäù—神聖な人

物達; na—ではない; yatra—場所; haàsäù—あらゆる面で完璧な生物達; niramanti—喜び

を感じる; uçik-kñayäù—超越的な住居に住む人々。 
 

全宇宙を清める唯一の御方である主を讃えていない言葉は、カラスが群がる巡礼地にすぎな
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い、と神聖な人物たちは考える。すべてにおいて完璧なかれらは崇高な世界に住んでいるため、

そのような言葉になんら喜びを見いだすことはない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

カラスと白鳥の心境はそれぞれ異なっており、同類の鳥とは言えません。結果にこだわって

働く労働者や激性の人々はカラスに、すべてにおいて完璧な人々は白鳥にたとえられます。カ

ラスはゴミ捨て場に群がるものですが、それは激情に駆られた果報的活動者が、酒や女性、あ

るいは下品な感覚を楽しむ場所に喜びを感じるのと同じです。白鳥はカラスたちの会議や集会

に出ても喜びは感じません。透きとおった水、そして自然な美しさを見せる色とりどりの蓮華

の花で優雅に飾られているような、自然な美しい景観が広がる場所に姿を見せる鳥です。同じ

鳥でも、白鳥とカラスはこれほどかけ離れているのです。 

自然界はさまざまな生物たちに多様な心理を作りだすものであり、そのような生物たちを一

緒くたに考えることはできません。 

同じことが書物にも当てはまり、人々の心理に応じた多種多様な書物があります。ほとんど

の場合、カラスもどきの人々を引きつける市場の本は、捨てられたゴミくず同然の「感覚を魅

了する話題」で埋めつくされています。扱われているのは、肉体と希薄な心にまつわるありき

たりの話題ばかりで、美辞麗句を駆使して通俗な比喩や隠喩を盛りこんでいるにすぎません。

しかし、言葉のかぎりをどれほどつくしていても、どこにも主を讃える言葉は見つかりません。

そのような詩や散文は、どのような主題を取りあげようとも、死体を飾るだけの文章にすぎま

せん。白鳥にたとえられる気高い人々は、精神的には死んだも同然の人間が喜ぶような書物を

読んでも喜びは感じません。激性や無知に包まれたこのような書物は、種々雑多な謳い文句で

巷に出まわっていますが、私たちの精神的な望みに応えてくれることはありませんし、白鳥の

ような精神的に高貴な人々は、そのような書物にはかかわりません。気高い人々はマーナサ

（mänasa）と呼ばれますが、それはかれらが気高い境地で自発的に主に崇高な奉仕を捧げて

いるからです。この奉仕には、感覚満足や物質的自我の心からくる巧妙な推論が入る余地はあ

りません。 

世の文学者、科学者、凡俗詩人、観念的哲学者、政治家など、感覚を喜ばせる物質的な発達

に没頭している人々はすべて、物質エネルギーに動かされている操り人形にすぎません。無価

値な話題の処分場に群がって喜びを感じている人々なのです。スヴァーミー・シュリーダラは、

それを「売春婦を物色する者たちの喜び」と呼んでいます。 

しかし、主の栄光をつづる書物は、人類の活動の根本を理解しているパラマハンサたちによ

って楽しまれています。 



 12 

第１１節第１１節第１１節第１１節 

 

TaÜaiGvSaGaaeR JaNaTaagaivâvae 
YaiSMaNa(    Pa[iTaëaek-MabÖvTYaiPa  ) 

NaaMaaNYaNaNTaSYa YaXaae_iªTaaiNa YaTa( 
  é*<viNTa GaaYaiNTa Ga*<aiNTa SaaDav" )) 11 )) 

 
タドゥ・ヴァーグ・ヴィサルゴー ジャナターガハ・ヴィプラヴォー 

tad-väg-visargo janatägha-viplavo 
 

ヤスミン    プラティ・シュローカンム アバッダハヴァティ アピ 

yasmin prati-çlokam abaddhavaty api 
 

ナーマーニ    アナンタッシャ    ヤショー ンキターニ ヤトゥ 

nämäny anantasya yaço 'ìkitäni yat 
 

シュリンヴァンティ ガーヤンティ グリナンティ サーダハヴァハ 

çåëvanti gäyanti gåëanti sädhavaù 
 

tat—それ; väk—語彙; visargaù—創造; janatä—一般大衆; agha—罪; viplavaù—革命的

な; yasmin—その中に; prati-çlokam—それぞれの節; abaddhavati—不規則に構成されてい

る; api—にもかかわらず; nämäni—超越的な名前など; anantasya—無限の主の; yaçaù—栄

光 ; aìkitäni— 描 写 さ れ て い る ; yat— で あ る も の ; çåëvanti— 聞 く ; gäyanti— 歌 う ; 

gåëanti—受けいれる; sädhavaù—正直で清らかな心の持ち主。 
 

いっぽう、無限なる至高主の名前、名声、姿、神聖な娯楽などを満載した文献は別次元の存

在であり、間違った文化という不敬な生活に革命をもたらす崇高な言葉にあふれている。その

ような聖なる文献は、たとえ不完全な部分があるとしても、まったく正直な心を持つ無垢な人々

によって聞かれ、歌われ、受けいれられる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
偉大な思想家は、最悪なものから最善なものを引きだす特技をそなえています。知的な人物

は、毒から甘露を取りだし、不潔な場所から金を見つけだし、素性の卑しい家族から良妻をめ

とり、最下等の家族出身の教師や人からでもすぐれた教えを受けいれるものである、と言われ

ています。これは、どこのだれにでも例外なく当てはまる道徳律です。しかし、聖者は一般人

の基準をはるかに超えた境地にいます。聖者はいつも至高主を讃えることに没頭していますが、

それは、至高主の名前や名声を広めることでけがれた世界が清められ、『シュリーマド・バー
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ガヴァタム』のような超越的文献を世に届けることで人々が健全に生きるようになるからです。

この要旨解説を書いているとき、インドは重大な問題に直面していました。隣国で友好国の中

国がインド国境を攻撃したのです。私たちヴァイシュナヴァは政治にかかわることはありませ

んが、昔から中国とインドは、敵対することなく何世紀も友好関係を保っていました。それは、

両国がそのような関係にあったときには世界中が神の意識に包まれていたからであり、どの国

でも神を恐れ、無垢な心を持ち、質素な生活がいとなまれていたため、政治的策略をめぐらす

必要はなかったからです。居住に適さない地区をめぐって中国とインドが争うわけがなく、も

ちろん、この問題で戦争の発端になるような出来事はありませんでした。しかし、私たちが危

惧しているカリという争いの時代の影響で、ささいな刺激でいつでも争いが誘発される可能性

が潜んでいます。これは、今回の問題が直接の原因ではなく、現代のけがれた世相が原因です。

つまり、至高主の名前と名声を讃えることを止めようとする特定のグループによる工作活動が

組織的になされている、ということです。だからこそ、『シュリーマド・バーガヴァタム』の

メッセージを全世界に流布させる必要性があるのです。インドで責任ある立場にある人々すべ

ての義務は、待ち望まれている平和を全世界にもたらし、至上の福利を世界に提供するために

『シュリーマド・バーガヴァタム』の崇高なメッセージを広めることにあります。インドがこ

の責任ある仕事をおろそかにして義務を遂行していないために、全世界におおくの争いと問題

が蔓延しています。私は確信しています、『シュリーマド・バーガヴァタム』の崇高な教えが

世界の指導者たちに受けいれられさえすれば、まちがいなくかれらの心は変化し、⺠衆も自然

にそのような指導者に従うようになるということを。大衆は、現代政治家や⺠間指導者の掌中

にいる道具とも言えます。その指導者たちの心に変化が起これば、世界の雰囲気に劇的な変化

が生じるはずです。また私は承知しています、人々の神の意識をよみがえらせ、世界の雰囲気

をふたたび精神的に変えるこの超越的な言葉を世に広める誠実な試みには、幾多の困難がとも

なっていることを。適切な言語を使って、特に外国語でこの哲学を世に知らしめようとする私

の試みは失敗するおそれが多分にあり、正しく表現しようとする誠実な試みではあっても、文

法的なまちがいも多々あることでしょう。しかしそれでも確信しています、たとえその試みに

欠陥があっても、私が伝えんとすることの重大さが考慮され、全能の神を讃える誠実な試みを

やがて読者たちが認めてくれるはずだ、ということを。自分の家が火事になった人は、外に飛

びだして近所の人たちに助けを求めますが、その隣人が外国人だったとしても、そしてたとえ

通じない言葉で説明したとしても、相手は緊迫した状況を理解してくれることでしょう。『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』の崇高なメッセージをけがれたこの世界に広めることにも、同

じ協調精神が必要です。結局、主題は精神的価値にかかわる専門的科学ですから、たいせつな
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ことは言語ではなく手段です。この偉大な書物が説く手段が世界の人々に理解されれば、成功

をおさめることができます。 

全世界の大衆が物質的なものごとに没頭しすぎれば、ささいなことで個人が別の個人を、国

家が別の国家を攻撃するのは当然です。それが、カリという争いの時代の法則なのですから。

世界はすでに名状しがたい堕落のきわみに達しており、それは周知の事実です。感覚を満たす

物質的な考えを詰めこんだ無益な本が世にあふれており、多くの国では猥褻な本を検閲する国

営の組織があります。これは、政府や公共の指導者たちはこのような本を望んでいないのに、

国⺠が感覚満足を求めているから市場に出まわっていることを如実にしめしています。大衆は

なにかを読みたいと望むのですが（それは自然な欲求ですが）、心がけがれているために俗な

本を求めています。そのような状況で、『シュリーマド・バーガヴァタム』のような超越的文

献は、けがれた心を持つ大衆の活動を減らすだけではなく、おもしろい本を読もうとするかれ

らの欲求を満たす⾷糧になってくれます。読みだしてすぐには楽しめないかもしれません。⻩

疸に苦しむ患者が氷砂糖を⾷べたがらない状態に似ていますが、それでも氷砂糖だけが⻩疸の

治療薬だということも忘れてはなりません。同じように、『バガヴァッド・ギーター』と『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』の読書を普及させる組織的な運動を推進すれば、感覚満足とい

う⻩疸症状を治療する氷砂糖の役目を担ってくれるはずです。この文献に対する味覚を高めれ

ば、社会を毒するだけのほかの書物もおのずと姿を消していくことでしょう。 

確かにこの『シュリーマド・バーガヴァタム』には数多くの文章・編集の誤りなどがあるか

もしれませんが、やがては社会のすべての人々が迎えてくれることを確信しています。なぜな

ら、この章に心優しくも登場してくださったシュリー・ナーラダによって勧められている書物

だからです。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節 

 

NaEZk-MYaRMaPYaCYauTa>aavviJaRTa& 
Na  Xaae>aTae  jaNaMal&/ iNarÅNaMa( ) 

ku-Ta" PauNa" Xaìd>ad]Maqìre 
  Na caiPaRTa& k-MaR YadPYak-ar<aMa( )) 12 )) 

 
ナイシュカルミャンム アピ アチュタ・バハーヴァ・ヴァルジタンム 

naiñkarmyam apy acyuta-bhäva-varjitaà 
 

ナ    ショーバハテー ギャーナンム アラム ニランジャナンム 

na çobhate jïänam alaà niraïjanam 
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クタハ    プナハ    シャシュヴァドゥ アバハドゥランム イーシュヴァレー 

kutaù punaù çaçvad abhadram éçvare 
 

ナ    チャールピタンム カルマ    ヤドゥ アピ    アカーラナンム 

na cärpitaà karma yad apy akäraëam 
 

naiñkarmyam—自⼰の悟り、果報的活動の反動に影響されない; api—にもかかわらず; 

acyuta—完全無欠な主; bhäva—概念; varjitam—〜がない; na—しない; çobhate—良く見え

る; jïänam—超越的知識; alam—やがて; niraïjanam—肩書きに囚われない; kutaù—そこ

に; punaù—ふたたび; çaçvat—いつも; abhadram—適さない; éçvare—主に; na—ではない; 

ca—そして; arpitam—捧げた; karma—果報的活動; yat api—であるもの; akäraëam—結

果を生じない。 
 

自⼰を悟るための知識は物質的な物事と無縁ではあるが、完全無欠な人物（神）について述

べていなければ、さほどすばらしい教えには見えない。ならば、最初から苦痛で空しい果報的

活動が主への献愛奉仕に向けられていなければ、その価値のなさは言うにおよばない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節で言及されているように、主の超越的な栄光を述べていない通俗な本はもちろん、献

愛奉仕に関係のないヴェーダ経典や非人格的ブラフマンに対する推論も非難されています。非

人格のブラフマンに関する推論がこの理由で非難されるのですから、献愛奉仕の目的からはず

れたありきたりの果報的活動は非難されて当然です。そのような推論的知識や果報的活動（結

果にこだわる活動）は、私たちを人生の完成という目標に導いてくれることはありません。あ

らゆる人々がおこなっている果報的活動は、苦しみに始まり、苦しみに終わります。果報的活

動は献愛奉仕に役だってこそ、実りあるものになります。『バガヴァッド・ギーター』でも、

活動の結果は主への奉仕に捧げるべきであり、さもなければ行為者を縛りつけるだけであると

言われています。活動の結果を受けとる正当な人物は人格主神であり、感覚満足のために行動

する人は、耐えがたい困難に直面させられます。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 
 

AQaae Maha>aaGa >avaNaMaaegad*k(- 
éuicé[va" SaTYarTaae Da*Tav]Ta" ) 

oå§-MaSYaai%l/bNDaMau¢-Yae 
  SaMaaiDaNaaNauSMar TaiÜceiíTaMa( )) 13 )) 
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アトホー マハー・バハーガ バハヴァーン アモーガハ・ドゥリク 

atho mahä-bhäga bhavän amogha-dåk 
 

シュチ・シュラヴァーハ サテャ・ラトー ドフゥリタ・ヴラタハ 

çuci-çraväù satya-rato dhåta-vrataù 
 

ウルクラマッシャーキヒラ・バンダハ・ムクタイェー 

urukramasyäkhila-bandha-muktaye 
 

サマーデヒィナーヌスマラ    タドゥ・ヴィチェーシュティタンム 

samädhinänusmara tad-viceñöitam 
 

atho—ゆえに; mahä-bhäga—非常に幸運な; bhavän—あなた自身; amogha-dåk—完璧に

見ることのできる者; çuci—無垢な; çraväù—名高い; satya-rataù—誠実の誓いをたてている; 

dhåta-vrataù—精神的質に立脚して; urukramasya—超自然的なおこないをする者（神）の; 

akhila—普遍的な; bandha—束縛; muktaye—〜からの解放のために; samädhinä—法悦境

で; anusmara—熟考し、それらを説明する; tat-viceñöitam—主のさまざまな娯楽。 
 

ヴャーサデーヴァよ。あなたは完璧な洞察力を持ち、非のうちどころのない名声にめぐまれ

ている。揺るぎない誓いをたてた真実の人だ。そういうあなただからこそ、大衆があらゆる物

質的束縛から救われるよう、法悦境のなかで主の崇高な娯楽を黙想することができる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
だれでも読書を楽しむ気持ちを持っています。未知の世界について信頼できる情報源から聞

いたり読んだりしたいと思っているのに、その思いは、物質的な感覚を満たす情報だらけの嘆

かわしい書物によって⾷い物にされています。そのような書物に書かれているのは俗な詩や哲

学的思索などで、程度の差こそあれマーヤーに惑わされており、言いたいことは感覚満足です。

その正体は、知性に欠ける人たちが興味をいだくような華やかな言葉で飾られている無用の⻑

物です。魅了された人々は、何度も誕生を繰りかえしながら、解放の望みもなく物質的束縛に

ますます絡まっていきます。シュリー・ナーラダ・リシはヴァイシュナヴァの筆頭者の立場か

ら、そのような無価値な書物の犠牲になった不運な人々を哀れみ、魅力的であると同時に束縛

からの解放をもたらす崇高な文献を作るようヴャーサデーヴァに助言をしました。シュリー

ラ・ヴャーサデーヴァやその代表者は、ものごとを正しい視点で捉える訓練を受けているので、

道をしめす充分な資質をそなえています。精神的に完成しているために純粋な思考力をそなえ、

献愛奉仕に支えられた堅い誓いを持ち、物質界で朽ちはてている堕落した魂を救おうと堅く決

心している人物たちなのです。さまよえる魂たちは、毎日のように小説などを読みふけってい
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ますが、ヴャーサデーヴァやナーラダのような聖者たちは、そのような熱意ある読者に向けて

精神界から無限のニュースを発信できます。『バガヴァッド・ギーター』によれば、物質界は

全創造界のほんの一部を占めているだけで、地球はその物質界全体の小さな１粒にすぎません。 

世界には無数の文学者がいて、大衆の楽しみのために、何千年ものあいだ、数えきれないほ

どの文学書を作りだしてきました。あいにく、そのどれ一つをとっても地上に平和と平安をも

たらしたものはありません。そのなかに精神的な情報が欠けているからであり、だからこそ特

に『バガヴァッド・ギーター』と『シュリーマド・バーガヴァタム』というヴェーダ経典が苦

しむ人類のために用意されています。人間の活力源を⾷い物にする物質文化の苦しみからの解

放をもたらす文献なのです。『バガヴァッド・ギーター』はヴャーサデーヴァが記録した主自

身の教えであり、そして『シュリーマド・バーガヴァタム』はその主クリシュナの活動に関す

る超越的な描写であり、これらの書物だけでも永遠な平和と苦しみからの解放という人類の悲

願をかなえてくれます。『シュリーマド・バーガヴァタム』は、全宇宙の全生命体がすべての

物質的束縛から完全に解放されるために用意されているのです。主の崇高な娯楽をめぐるその

超越的記述は、ヴャーサデーヴァのような自由な魂や、主への気高い愛情奉仕に没頭している

ヴャーサデーヴァの代表者だけが描写できます。そのような献愛者たちだけに、かれらの献愛

奉仕の力ゆえに、主の娯楽とその崇高な質がおのずからしめされます。献愛者でなければ、だ

れであろうと何年も推論しつづけても、主の行動は理解も説明もできません。『シュリーマド・

バーガヴァタム』の説明は正確無比であり、この偉大な書物で5,000年前に予言されたことが、

今その言葉どおりになっています。つまり、この著者の視野には過去・現在・未来が含まれて

いるということです。ヴャーサデーヴァのような解放された魂が完璧であるのは、視野と知恵

の力だけではなく、聴いて理解する力・思考力・感性・他の感覚活動の力によるものです。解

放を達成した人物には完璧な感覚がそなわり、そのような感覚だけをとおして、感覚の所有者

フリシーケーシャ、すなわち人格主神シュリー・クリシュナに仕えることができます。だから

こそ『シュリーマド・バーガヴァタム』は、ヴェーダの編纂者であるシュリーラ・ヴャーサデ

ーヴァという完璧な人物が著した完全無欠の人格主神に関する完璧な描写と言えるのです。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 
 

TaTaae_NYaQaa ik-ÄNa YaiÜv+aTa" 
Pa*QaGd*XaSTaTk*-TaæPaNaaMai>a"  ) 

Na k-ihRicTKvaiPa c du"iSQaTaa MaiTa‚ 
  lR/>aeTa vaTaahTaNaaEirvaSPadMa( )) 14 )) 
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タトー アニャタハー キンチャナ ヤドゥ ヴィヴァクシャタハ 

tato 'nyathä kiïcana yad vivakñataù 
 

プリタハグ ドゥリシャス タトゥ・クリタ・ルーパ・ナーマビヒヒ 

påthag dåças tat-kåta-rüpa-nämabhiù 
 

ナ  カルヒチトゥ クヴァーピ チャ ドゥフスティター マティル 

na karhicit kväpi ca duùsthitä matir 
 

ラベヘータ    ヴァーターハタ・ナウル イヴァースパダンム 

labheta vätähata-naur iväspadam 
 

tataù—それから; anyathä—離れて; kiïcana—なにか; yat—なんでも; vivakñataù—説明

したいと思う; påthak—別々に; dåçaù—視野; tat-kåta—それに対する反動; rüpa—姿; 

nämabhiù—名前によって; na karhicit—決してない; kväpi—どの; ca—そして; duùsthitä 

matiù—揺れ動く心; labheta—利益; väta-ähata—風で乱される; nauù—舟; iva—のように; 

äspadam—場所。 
 

主と関係のないことを話せば、それは本来の姿・名前・結果とは違ったものとなり、いたず

らに心を刺激するだけである。あてもなく波間を漂う舟を風が刺激するように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリー・ヴャーサデーヴァはヴェーダ経典に関するすべての解説書を著わした人物であり、

果報的活動・推論知識・神秘的力・献愛奉仕など、さまざまな論法で超越的悟りについて説明

しています。さらに、数々のプラーナをとおしてさまざまな姿や名前を持つ半神たちの崇拝を

勧めています。しかしその結果、大衆は心をどのように主の奉仕に定めたらいいのかわからな

くなっています。自⼰を悟る真の道が見つけられずに、いつも当惑しているのです。シュリー

ラ・ナーラダデーヴァは、ヴャーサデーヴァがまとめたヴェーダ経典のこの欠陥を指摘するこ

とで、すべてを至高主だけに結びつけ、それ以外のだれにも結びつけることなく説明しなくて

はならない、と強調しています。事実、主以外に存在するものはありません。主はさまざまな

拡張体としてみずからを表わしています。主は、いわば１本の木の根、そして体全体の胃とも

言えます。木に水をかけるとき、水は「根」に注ぐものであり、⾷べ物を「胃」に入れること

で体全体に力を行き渡らせることができます。ですから、シュリーラ・ヴャーサデーヴァは『バ

ガヴァタ・プラーナ』以外にほかのプラーナを作る必要はありませんでした。自⼰を悟る道か

ら少しでも逸れれば、大きな混乱が生じるかもしれないからです。少しの逸脱から大きな混乱

が生じるのですから、絶対真理・人格主神からかけ離れた見解を意図的に広める結果は容易に
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想像できます。半神崇拝の最大の欠陥は多神論を定着させることにあり、その結果、超越的な

愛情奉仕をとおして神との永遠な絆に確実に導く『シュリーマド・バーガヴァタム』の教えを

害する多くの宗派が作られます。吹き荒れる風に舟が翻弄されるという例は、この点を的確に

表現しています。多神教者の逸脱した心は、自⼰の悟りの完成境地には絶対に辿りつくことが

できません。間違ったものを選んでしまったために、心が乱されているからです。 

 

第１５節第１５節第１５節第１５節 
 

JauGauiPSaTa& DaMaRk*-Tae_NauXaaSaTa" 
Sv>aavr¢-SYa MahaNa( VYaiTa§-Ma" ) 

YaÜaKYaTaae DaMaR wTaqTar" iSQaTaae 
  Na  MaNYaTae  TaSYa iNavar<a& JaNa" )) 15 )) 

 
ジュグプシタンム ダハルマ・クリテー ヌシャーサタハ 

jugupsitaà dharma-kåte 'nuçäsataù 
 

スヴァバハーヴァ・ラクタッシャ マハーン    ヴャティクラマハ 

svabhäva-raktasya mahän vyatikramaù 
 

ヤドゥ・ヴァーキャトー ダハルマ    イティータラハ スティトー 

yad-väkyato dharma itétaraù sthito 
 

ナ    マニャテー    タッシャ ニヴァーラナンム    ジャナハ 

na manyate tasya niväraëaà janaù 
 

jugupsitam— き つ く 非 難 さ れ る べ き ; dharma-kåte— 宗 教 に か か わ る こ と と し て ; 

anuçäsataù— 教 え ; svabhäva-raktasya— 自 然 に そ う 考 え て い る ; mahän— 偉 大 な ; 

vyatikramaù—不合理な; yat-väkyataù—だれの教えのもとに; dharmaù—宗教; iti—そのた

めそれは; itaraù—一般大衆; sthitaù—固定して; na—しない; manyate—考える; tasya—そ

れの; niväraëam—禁止; janaù—かれらは。 
 

大衆は楽しみたがっているものであり、あなたはその傾向を宗教の名のもとで助⻑させてし

まった。これは咎められてしかるべきことであり、無分別きわまりない。かれらはあなたに導

かれたために、そのような活動を宗教の名のもとでおこない、禁止されていることを無視する

ようになってしまった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

『マハーバーラタ』や他の経典で述べられている規則だてられた果報的活動にもとづいて、
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シュリーラ・ヴャーサデーヴァがまとめたさまざまなヴェーダ経典が、ここでシュリーラ・ナ

ーラダによって非難されています。人類は幾生涯を経て物質とかかわってきたため、物質エネ

ルギーを支配しようとする自然な傾向を培ってきました。人としてはたすべき責任を感じるこ

ともなくなっています。しかし人間生活は、物質という幻想の束縛から逃れるチャンスです。

ヴェーダは、私たちが神のもとへ、ふるさとへ帰るために用意されています。840万種類の生物

のなかを果てしなく転生することは、悲運な条件づけられた魂には投獄生活そのものです。人

間生活はその投獄生活から抜けだす好機であり、それゆえ、人類の唯一の努めは失った神との

絆を甦らせることにあります。私たちはそのような状態にいるのですから、宗教活動の名目で

感覚を喜ばせる計画は奨励されるに値しません。人としてのエネルギーを誤用すれば、間違っ

て導かれた文化が創りだされます。シュリーラ・ヴャーサデーヴァは『マハーバーラタ』を含

むヴェーダの説明の権威者ですから、どういう形にせよ、感覚の楽しみを助⻑させたことは、

精神生活の高揚にとって大きな障害を作りだしていることになります。なぜなら、そのような

説明を聞いた人々は、自分たちを縛りつけている物質的活動を捨てようと思わなくなるからで

す。人類文明のある時期、宗教を装った物質的な活動（ヤギャの名目でおこなわれる動物の供

儀祭など）があまりにもはびこったために、主は仏陀として降誕し、宗教の名目による屠殺の

儀式を止めるためにヴェーダの権威を否定しました。ナーラダはそのような状態を予見できた

からこそ、人々を誤って導く文献を非難したのです。肉⾷の人間は、宗教の名のもとで半神や

女神のまえで今でも動物をいけにえにしていますが、その理由は、ヴェーダ経典の一部ではそ

のような規制された儀式が勧められているからです。肉⾷をしないよう勧められてはいるもの

の、やがてそのような宗教活動の主眼は忘れさられ、屠殺場が多く見受けられるようになりま

した。これは、愚かで物質的な人々が、ヴェーダ儀式について説明できる人々の話を聞かない

ことが原因です。 

ヴェーダは、「あくせく働いても、財産をためても、人口が増えても人生の完成は達成でき

ない」と明言しています。方法はただ一つ、放棄心です。物中心の人は、そのような教えを聞

く気はありません。放棄生活は身体的理由で生活費を稼ぐことのできない人間か、あるいは家

庭生活の繁栄を実現できなかった者たちのためにある、と考えています。 

もちろん、『マハーバーラタ』にある史実には、物質的な話題に混じって超越的な話題も書

かれています。『バガヴァッド・ギーター』は『マハーバーラタ』に含まれています。『マハ

ーバーラタ』の言わんとすることは、「他のいっさいの仕事を放棄し、主シュリー・クリシュ

ナの蓮華の御足に全身全霊をこめて仕えるべきである」という『バガヴァッド・ギーター』の

究極の教えで頂点に達します。しかし、物質中心に考える人々は、『マハーバーラタ』が扱っ



 21 

ている政治・経済・慈善活動などに心が引かれ、もっとも大切な話題である『バガヴァッド・

ギーター』には興味をしめしません。大衆に媚びているヴャーサデーヴァの姿勢は、ナーラダ

によって直接非難されました。「人間生活の最重要課題は、自分と主との永遠な絆を悟って一

刻も早く主に身をゆだねることにある。あなたはそのことを率直に宣言すべきである」。ナー

ラダはそう助言したのです。 

ある病気で苦しんでいる患者は、自分に禁じられている⾷べ物を口にしたがるものです。熟

練した医者は患者に妥協せず、⾷べるべきでない⾷べ物は禁じます。『バガヴァッド・ギータ

ー』でも、果報的活動に執着している人に対して、そのような仕事をやめるよう勧めるべきで

はないと述べられています。自⼰を悟る境地に徐々に高められていくかもしれないからです。

これは、精神的な悟りを持たずに無味乾燥な経験哲学だけに囚われている人々にも当てはまる

ことがあります。しかし、献愛奉仕に励んでいる人々にそのような助言は不要です。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節 

 

ivc+a<aae_SYaahRiTa veidTau& iv>aae‚ 
rNaNTaPaarSYa  iNav*itaTa"  Sau%Ma( ) 

Pa[vTaRMaaNaSYa Gau<aErNaaTMaNa‚ 
  STaTaae >avaNdXaRYa ceiíTa& iv>aae" )) 16 )) 

 
ヴィチャクシャノー アシャールハティ ヴェーディトゥンム ヴィボホール 

vicakñaëo 'syärhati vedituà vibhor 
 

アナンタ・パーラッシャ ニヴリッティタハ スカハンム 

ananta-pärasya nivåttitaù sukham 
 

プラヴァルタマーナッシャ    グナイル    アナートゥマナス 

pravartamänasya guëair anätmanas 
 

タトー バハヴァーン ダルシャヤ    チェーシュティタンム ヴィボホーホ 

tato bhavän darçaya ceñöitaà vibhoù 
 

vicakñaëaù—非常に熟達した; asya—かれの; arhati—ふさわしい; veditum—理解するた

めに; vibhoù—主の; ananta-pärasya—無限なお方の; nivåttitaù—を捨てて; sukham—物質

的 な 幸 福 ; pravartamänasya— 執 着 し て い る 人 々 ; guëaiù— 物 質 的 な 質 に よ っ て ; 

anätmanaù—精神的価値の知識を持たずに; tataù—ゆえに; bhavän—あなた; darçaya—道

を示しなさい; ceñöitam—活動; vibhoù—主の。 
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至高主は無限な方である。熟達し、物質的に幸福になるための活動を捨てた人物だけが、精

神的価値を持つこの知識を理解するにふさわしい。ゆえにあなたは、物質的執着のために正し

く位置されていない人々に至高主の崇高な活動について説明し、超越的悟りの道をしめさなく

てはならない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
神学は難しく、とりわけ神の超越的な質に関する主題は難解をきわめます。物質的なことに

没頭している人に理解できるものではありません。円熟した知性を持ち、精神的知識を高めて

物質的行動をほぼ放棄した人だけが、この偉大な科学の勉学を許されます。『バガヴァッド・

ギーター』では、無数の人々のなかでたった一人が超越的悟りの境地に入る資格を得る、と言

われています。さらに、そのような無数の人々のなかでも、特に神を人物とする神学を理解で

きるのは一握りの人々に限られます。ゆえにシュリー・ヴャーサデーヴァは、主の超越的な活

動を率直に語って神の科学を説明するようナーラダに助言されました。ヴャーサデーヴァはこ

の科学に精通した人物であり、物質的な楽しみに囚われているわけでもありません。ですから、

かれこそがそれを説明するにふさわしい人物であり、その子・シュカデーヴァ・ゴースヴァー

ミーも、その教えを受けとるにふさわしい人物です。 

『シュリーマド・バーガヴァタム』は神学の頂点にある書物ですから、一般の人々には治療

薬として効き目を現わします。主の崇高な活動について述べられているため、主とこの書物は

まったく同じです。まさに主の文学書の化身なのです。ですから、一般の人々でも主の崇高な

活動の説明を聞くことができます。その結果主と結ばれ、やがて物質的な病を治して清められ

ていきます。熟達した献愛者は時代や環境に即応した新しい方法を見つけて、神に仕えていな

い人々の心を変えることができます。献愛奉仕は躍動的な活動であり、有能な献愛者は、その

教えを物質主義的な人々の緩慢な頭脳に注ぐ効果的な方法を見つけだすことができます。主へ

の奉仕として献愛者がおこなうそのような活動は、物質中心の愚かな社会に新しい秩序をもた

らすことができます。主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブや主の足跡をたどる従者た

ちは、この方面ですぐれた手腕を発揮しました。同じ方法に従うことで、私たちは争いの現代

に住む物質主義的な人々を、平和な生活と超越的な悟りの境地に導くことができます。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 

 

TYa¤-a SvDaMa| cr<aaMbuJa& hre‚ 
>aRJaàPaKvae_Qa  PaTaetaTaae  Yaid ) 
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Ya}a Kv va>ad]Ma>aUdMauZYa ik&- 
  k-ae vaQaR Aaáae_>aJaTaa& SvDaMaRTa" )) 17 )) 

 
テャクトゥヴァー スヴァ・ダハルマンム チャラナーンブジャンム ハレール 

tyaktvä sva-dharmaà caraëämbujaà harer 
 

バハジャンー    アパクヴォー タハ    パテートゥ タトー ヤディ 

bhajann apakvo 'tha patet tato yadi 
 

ヤトゥラ クヴァ ヴァーバハドゥランム アブフードゥ アムッシャ キンム 

yatra kva väbhadram abhüd amuñya kià 
 

コー ヴァールタハ アープトー バハジャターンム スヴァ・ダハルマタハ 

ko värtha äpto 'bhajatäà sva-dharmataù 
 

tyaktvä—捨て去って; sva-dharmam—自分に定められた職務; caraëa-ambujam—蓮華の

御足; hareù—ハリ（主）の; bhajan—献愛奉仕をしているときに; apakvaù—未熟な; atha—

〜の問題のために; patet—転落する; tataù—その位置から; yadi—もし; yatra—そうすると; 

kva—どのような種類の; vä—あるいは（皮肉的に）; abhadram—不都合な; abhüt—起こる

だろう; amuñya—かれの; kim—なにもない; kaù vä arthaù—どのような興味; äptaù—得ら

れる; abhajatäm—非献愛者の; sva-dharmataù—職務上の奉仕をして。 
 

主への献愛奉仕をするために物質的な仕事を放棄する人物は、未熟さゆえに道から逸れる可

能性はあっても、成功しない危険性はない。いっぽう、献愛者でない者は、たとえ自分に定め

られた義務を完遂しても、得るものはなにもない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
人間には無数の義務があります。両親・家族・社会・国・他の生命体・半神、さらには偉大

な哲学者・詩人・科学者たちに恩があります。経典は、そのような義務をいっさい放棄して主

に奉仕をすることができる、と教えています。ですから、その言葉に従って主への献愛奉仕を

見事に成し遂げるのであれば、それはすばらしいことです。しかし時として、一時的な衝動に

駆られて主の奉仕に励んでも、やがてなんらかの理由で、望ましくないつきあいのために道か

ら逸れることがあります。歴史にはそのような例が数多く残されています。バラタ・マハーラ

ージャは、鹿に執着していたために鹿に生まれなくてはなりませんでした。前世で、死ぬまぎ

わに鹿のことを考えたからです。そのため次の世では、前世で起こったことを忘れはしなかっ

たものの、鹿に生まれ変わらなくてはなりませんでした。またチトゥラケートゥも、シヴァの
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蓮華の御足を冒涜したために、精神的道から転落しています。しかし、このような出来事にも

かかわらず、そして転落する可能性があるとしても、この節では主の蓮華の御足に身をゆだね

ることが強調されています。なぜなら、たとえ献愛奉仕に定められている義務をまっとうでき

なかったとしても主の蓮華の御足は決して忘れないからです。主に献愛奉仕を始めた人は、ど

のような状況に置かれてもその奉仕をつづけます。『バガヴァッド・ギーター』でも、ささや

かな献愛奉仕をするだけで、もっとも危険な状態に転落する危険から救われる、と言われてい

ます。歴史には、そのような事例が数多く残されています。アジャーミラもその一人です。若

いころは献愛者だったのですが、ある時を境にして道から逸れました。それでも、最後には主

に救われています。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節 
 

TaSYaEv heTaae" Pa[YaTaeTa k-aeivdae 
Na l/>YaTae Yad(>a]MaTaaMauPaYaRDa" ) 

Taç>YaTae du"%vdNYaTa" Sau%& 
  k-ale/Na  SavR}a  Ga>aqrr&hSaa )) 18 )) 

 
タッシャイヴァ ヘートーホ プラヤテータ コーヴィドー 

tasyaiva hetoù prayateta kovido 
 

ナ    ラビハャテー    ヤドゥ ブフラマターンム    ウパリ    アダハハ 

na labhyate yad bhramatäm upary adhaù 
 

タル ラビャテー    ドゥフカハヴァドゥ アニャタハ    スカハンム 

tal labhyate duùkhavad anyataù sukhaà 
 

カーレーナ サルヴァトゥラ ガビヒーラ・ランムハサー 

kälena sarvatra gabhéra-raàhasä 
 

tasya—その目的のために; eva—だけ ; hetoù—理由; prayateta—努力すべきである ; 

kovidaù—哲学的思考を好む者; na labhyate—得られない; yat—であるもの; bhramatäm—

さ迷う; upari adhaù—頂点から最低まで; tat—それ; labhyate—得られる; duùkhavat—苦悩

があるように; anyataù—以前の活動の結果として; sukham—感覚の楽しみ; kälena—時がた

つにつれて; sarvatra—どこでも; gabhéra—希薄な; raàhasä—進展。 
 

真に聡明で哲学的思考を好む人々は、頂点の惑星ブラフマローカから最底辺の惑星パーター

ラを巡っても得られないその意義深い究極目的のために努力すべきである。感覚を楽しんで得

られる幸福感は、時の流れに応じておのずと得られるものである。時の流れとともに、望んで
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もいないのに苦しみを味わうように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

どこのだれであっても、商売・産業・経済発展・政治勢力などに奔走したり、来世で高い惑

星に行って幸福になろうと果報的活動に励む人々が、手を変え品を変えて感覚の楽しみを最大

限味わおうとしています。⽉では、住⺠たちがソーマ・ラサ（soma-rasa）を飲んで高い感覚

の喜びを味わうことができ、またピトゥリローカ（Pitåloka）には慈善事業をすることで到達

できる、と言われています。このように、現世や死後に感覚の楽しみを得るための多種多様な

手段が用意されています。機械を使って⽉やほかの惑星に行こうとする人々もいますが、それ

は善行を積まずにそのような惑星に行きたがっているからです。しかしそれは実現しません。

至高主の法則によって、死後の行き先は、さまざまな段階の生命体が生前おこなった活動に応

じて決定されます。経典が定めているように、善行だけが良い家庭・富・高い教育・美貌やす

ぐれた体を授けてくれます。前世にかぎらず、今生きているあいだでも、善行のおかげで教育

やお金に恵まれることがあります。同じように来世でも、正しいおこないだけですばらしい地

位を得ることができます。このような条件があるからこそ、同じ場所・同じ時間に生まれた二

人が過去の活動に応じた異なる状態に置かれているのです。しかし、その物質的状態はいつま

でもつづくわけではありません。自分自身の活動しだいで、頂点のブラフマローカに行ったり

最低位のパーターラに行ったりします。哲学的思考を好む人は、そのような不安定な状態に誘

惑されてはなりません。星々を転々とするみじめな物質界に連れもどされることのない、至福

と知識に満ちた永遠の生活を求めなくてはなりません。苦しみ、そして苦しみが混ざった幸福

は物質生活にある２つの境遇であり、ブラフマローカでも他のローカ・惑星でも起こることで

す。半神の、そして犬や豚の生活でも同じことです。苦しみと幸福が混在した状況は、ただそ

の程度や中味が違うだけで、結局はだれでも生老病死の苦しみから逃れることはできません。

また、だれでも定められた幸福に出会います。すでに決められた幸不幸を個人の努力で増減さ

せることはできません。つかんでも、やがてその手から離れていきます。ですから、このよう

なはかないことのために時間を無駄にしてはなりません。神のもとに帰るために切磋琢磨する、

それが私たち生命体の使命なのです。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節 
 

Na vE JaNaae JaaTau k-QaÄNaav]Jae‚ 
NMauku-NdSaeVYaNYavd(r) Sa&Sa*iTaMa( ) 
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SMarNMauku-Ndax(ga]yuPaGaUhNa& PauNa‚ 
  ivRhaTauiMaC^eà rSaGa]hae JaNa"  )) 19 )) 

 
ナ ヴァイ ジャノー ジャートゥ カタハンチャナーヴラジェーン 

na vai jano jätu kathaïcanävrajen 
 

ムクンダ・セーヴィ アニャヴァドゥ アンガ サンムスリティンム 

mukunda-sevy anyavad aìga saàsåtim 
 

スマラン    ムクンダーングリ・ウパグーハナンム    プナル 

smaran mukundäìghry-upagühanaà punar 
 

ヴィハートゥンム イッチェーン ナ ラサ・グラホー ジャナハ 

vihätum icchen na rasa-graho janaù 
 

na—決して〜ない; vai—確かに; janaù—人物; jätu—どんなときでも; kathaïcana—い

つのまにか; ävrajet—経験しない; mukunda-sevé—主の献愛者; anyavat—他の人々のよう

に ; aìga— 親 愛 な る 者 よ ; saàsåtim— 物 質 存 在 ; smaran— 思 い 出 し て い る ; 

mukunda-aìghri—主の蓮華の御足; upagühanam—抱きしめている; punaù—ふたたび; 

vihätum—捨てることを望んでいる; icchet—望み; na—決して〜ない; rasa-grahaù—その甘

露を味わった者; janaù—人物。 
 

ヴャーサデーヴァよ。主クリシュナの献愛者がなにかの理由で逸脱してしまうことはあるが、

他の者たち（結果にこだわる活動者など）のような物質的状態に陥ることはない。一度でも主

の蓮華の御足の甘露を味わった人物は、かならずその法悦感を何度も思いだすからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主の献愛者は、主クリシュナの蓮華の御足の甘露を味わった人物、すなわちラサ・グラハ

（rasa-graha）ですから、おのずと物質存在に魅了されなくなります。結果にこだわる活動者

にいつも堕落する傾向があるように、主の献愛者が自分にそぐわないつきあいをしてしまった

ために奉仕の道から逸脱した例は数多く残されています。しかし、たとえそうだとしても、献

愛者と堕落したカルミー（karmé）とは絶対に同じではありません。カルミーは自分の活動の結

果で苦しみますが、献愛者は主からの直接の懲罰によって矯正させられます。身寄りのない子

の苦しみと、王に愛されている王子の苦しみは同じではありません。孤児は、自分を世話して

くれる人がいないのですからほんとうに哀れなのですが、富豪の愛息は、孤児と同じ状態に見

えても、いつでも有能な父親に見守られています。主の献愛者は、悪いつきあいに染まって果
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報的活動者をまねることがあります。果報的活動者は物質界を支配したいと考えています。同

じように初心の献愛者は、愚かなことに、献愛奉仕とひきかえに物質的な力を蓄えたいと思う

ことがあります。そのような愚かな献愛者は、主自身の意図によって困難に巻きこまれること

があります。主は特別の好意として、その献愛者の財産を取りさるかもしれません。主のその

ような行動によって当惑した献愛者は友人や親族たちに見放され、やがて主の慈悲を授かって

正気に戻り、ふたたび献愛奉仕の道を歩きはじめます。 

『バガヴァッド・ギーター』も、逸脱した献愛者は、高貴な質をもつブラーフマナの家族や

裕福な商家に生まれる機会が与えられる、と述べています。しかしそのような献愛者でも、主

に罰せられて希望を失っている献愛者と比べれば幸運とは言えません。主の意志によって絶望

的な状況に追いこまれた献愛者は、立派な家庭に生まれた者たちよりも幸運です。良家に生ま

れた献愛者は、（じつはそれほど幸運ではないため）主の蓮華の御足を忘れがちですが、孤立

無援に追いこまれた献愛者は、だれも自分を助けてくれないことを知り、やがて主の蓮華の御

足に戻ってくるからです。 

純粋な献愛奉仕には高い精神的味わいがあり、献愛者はおのずと物質的な快楽に無頓着にな

っていきます。その境地が、躍進的な献愛奉仕が達成されている印です。純粋な献愛者は主シ

ュリー・クリシュナの蓮華の御足を思いつづけ、ほんの一瞬たりとも、たとえ三界のすべての

富を約束されたとしても、主を忘れることはありません。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 

 

wd& ih ivì& >aGavaiNaveTarae 
YaTaae JaGaTSQaaNaiNaraeDaSaM>ava" ) 

TaiÖ SvYa& ved >ava&STaQaaiPa Tae 
  Pa[adeXaMaa}a& >avTa" Pa[diXaRTaMa(  )) 20 )) 

 
イダンム  ヒ ヴィシュヴァンム バハガヴァーン イヴェータロー 

idaà hi viçvaà bhagavän ivetaro 
 

ヤトー ジャガトゥ・スタハーナ・ニローダハ・サンバハヴァーハ 

yato jagat-sthäna-nirodha-sambhaväù 
 

タドゥ デヒィ スヴァヤンム ヴェーダ バハヴァーンムス タタハーピ テー 

tad dhi svayaà veda bhaväàs tathäpi te 
 

プラーデーシャ・マートゥランム バハヴァタハ プラダルシタンム 

prädeça-mätraà bhavataù pradarçitam 
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idam—この ; hi—すべて ; viçvam—宇宙 ; bhagavän—至高主 ; iva—ほとんど同じ ; 

itaraù—様々な姿; yataù—その人物から; jagat—世界; sthäna—存在する; nirodha—消滅; 

sambhaväù—創造; tat hi—〜に関するすべて; svayam—個人的に; veda—知っている; 

bhavän—あなた自身 ; tathä api—それでも ; te—あなたに ; prädeça-mätram—概説 ; 

bhavataù—あなたに; pradarçitam—説明した。 
 

至高主・人格主神みずからがこの宇宙そのものであり、なおかつその宇宙から離れた境地に

おられる。この宇宙現象界は、主だけから放出され、主のうちに留まり、消滅後にふたたび主

のうちに入っていく。あなたはそのことをよく承知しているはずである。私は大意を述べてい

るにすぎない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
純粋な献愛者にとって、ムクンダ（主シュリー・クリシュナ）の概念は、人物・非人物両方

をそなえています。姿や形のない宇宙の状態はムクンダのエネルギーの表われですから、ムク

ンダです。たとえば、木はそれだけで完全体ですが、葉や枝はその木から表わされた部分体で

す。葉や枝を「木」と呼ぶことはできますが、木そのものは葉や枝とは違います。ヴェーダの

見解である「全宇宙はブラフマンにほかならない」という表現は、「すべては至高のブラフマ

ンから発生したものであるから、すべては主の部分にほかならない」という意味です。同じよ

うに、部分体である手や足を「体」と呼ぶことはできますが、１つの完全体としての体は手で

も足でもありません。主は、永遠性・認識力・美しさを象徴する超越的な姿をそなえています。

ですから、主のエネルギーによって創造された世界は、部分的に永遠で、知識にあふれ、そし

て美しさをそなえています。そのために、外的力・マーヤー（mäyä）の力に魅惑されて条件づ

けられた魂たちは、物質自然が仕掛ける網に捕らえられるのです。そして、万物の究極の原因

である主についてなにも知らないため、マーヤーがすべてだと思いこんでいます。さらに、体

の一部分が体そのものから離れれば、もはや体につながっていたときの手や足とは違った存在

になってしまう、ということも知りません。同じように、至高人格主神への崇高な愛情奉仕か

ら離れている不敬な文化は、切り離された手や足も同然です。手や足に見えても、その機能を

はたしていません。主の献愛者であるシュリーラ・ヴャーサデーヴァはこの状態をよく知って

おり、シュリーラ・ナーラダに、この点をさらに発展させるように助言を受けます。束縛され

た魂たちがヴャーサデーヴァから教えを授かることで、至高主を根源の原因者として理解でき

るように。 

ヴェーダの見解では、主は本来完璧な力をそなえているため、主の至高の力もつねに完璧で
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あり、主とまったく同じです。精神・物質両世界、そして双方にあるいっさい万物は、主の内

的・外的力の表われです。２つの力を比較すると、外的力は劣り、内的力はすぐれています。

優位の力とは生命力のことであり、ゆえに主と完全に同じですが、外的力には生命力がないた

め、部分的に同じです。しかしどちらの力も、主に比べれば等しくもすぐれてもいません。主

はすべての力を作りだした方だからです。どちらの力もつねに主の支配下にあり、それは、電

気のエネルギーがどれほど強くても、いつでも電気技師によって管理されている状態に似てい

ます。 

人類を含めたいっさいの生物は、人格主神の内的力によって作られました。つまり、生命体

も主と同一である、と言えます。しかし、主に等しい、あるいは主よりもすぐれている、とい

うことではありません。主も生命体も個々の人物として存在しています。生命体も物質の力を

利用してなにかを作りだしていますが、そのどれ一つをとっても、主の創造に比べて等しいか

すぐれたものはありません。人間は小さな玩具のようなスプートニク号を作って大気圏外に打

ちあげはしましたが、だからと言って、主のように地球や⽉のような星を作って宇宙空間に浮

遊させられるということではありません。知識に欠ける人間ほど、自分は神と同じだと公言す

るものです。主と対等になれるわけがありません。ぜったいにありえないことです。人間は、

完璧な境地に到達したときに主の質の多くを（78パーセントまで）高めることができますが、

主を凌いだり主と同等の境地に高められたりすることはありません。病におかされている愚か

者だけが、主と一体になると吹聴し、その結果、幻想の力に翻弄されます。ですから、惑わさ

れた生命体は主の至高性を受けいれ、主に愛情奉仕をすることに同意しなくてはなりません。

そのために私たち生命体は創造されたのです。このことが実現されなければ、世界には平和も

安らぎもありません。シュリーラ・ヴャーサデーヴァはシュリーラ・ナーラダに、『シュリー

マド・バーガヴァタム』のこの教えを広めるよう助言されました。『バガヴァッド・ギーター』

でも同じことが説かれています。主の蓮華の御足にみずからをすべてゆだねるように、という

教えです。それだけが、完璧な人間のためにある責務なのです。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 

 

TvMaaTMaNaaTMaaNaMaveùMaaegad*k(- 
ParSYa Pau&Sa" ParMaaTMaNa"  k-l/aMa(  ) 

AJa& Pa[JaaTa& JaGaTa" iXavaYa Ta‚ 
  NMahaNau>aava>YaudYaae_iDaGa<YaTaaMa( )) 21 )) 
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トゥヴァンム アートゥマナートゥマーナンム アヴェーヒ アモーガハ・ドゥリク 

tvam ätmanätmänam avehy amogha-dåk 
 

パラッシャ    プンムサハ    パラマートゥマナハ    カラーンム 

parasya puàsaù paramätmanaù kaläm 
 

アジャンム プラジャータンム ジャガタハ シヴァーヤ タン 

ajaà prajätaà jagataù çiväya tan 
 

マハーヌバハーヴァービュダヨー    ディガニャターンム 

mahänubhäväbhyudayo 'dhigaëyatäm 
 

tvam—あなた自身; ätmanä—自分自身によって; ätmänam—至高の魂; avehi—探し出す; 

amogha-dåk— 完璧な ヴ ィジ ョンを 持つ者 ; parasya— 超越 性の ; puàsaù— 人 格主神 ; 

paramätmanaù—至高主の; kaläm—完全部分体; ajam—誕生しない; prajätam—誕生した; 

jagataù—世界の; çiväya—幸福のために; tat—それ; mahä-anubhäva—人格主神シュリー・

クリシュナの; abhyudayaù—娯楽; adhigaëya-täm—非常に明確に説明しなさい。 
 

あなたには完璧な視野がそなわっている。そして、主の完全部分体として存在しているため、

至高の魂・人格主神を知ることができる。あなたは誕生しない人物だが、万人の幸福のために

地上に降誕した。だから、どうか、至高人格主神シュリー・クリシュナの崇高な娯楽について

さらに鮮明に説明していただきたい。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリーラ・ヴャーサデーヴァは、人格主神シュリー・クリシュナの完全分身として力を授

かっています。物質界に入った魂たちを救うために、いわれなき慈悲の心で降誕しました。転

落し、なにもかも忘れさった魂たちは、主への超越的愛情奉仕とは無縁の状態にいます。生命

体は主の部分体であり、主の永遠な召使いでもあります。ですから、どのヴェーダ経典も、転

落した魂たちを幸せにするために系統的に整えられており、かれらもその文献を活用して物質

存在の束縛から解き放たれなくてはなりません。シュリーラ・ナーラダ・リシはシュリーラ・

ヴャーサデーヴァの形式的な精神指導者ではありますが、ヴャーサデーヴァは精神指導者にま

ったく依存しているわけではありません。じつは、かれこそが万⺠の精神指導者なのですから。

しかし、アーチャーリャの責務を帯びていたことから、神自身であったにもかかわらず、「精

神指導者はかならず受けいれなくてはならない」という鉄則をみずからの行動で私たちにしめ

したのです。主シュリー・クリシュナ、主シュリー・ラーマ、主シュリー・チャイタンニャ・

マハープラブは神の化身であり、神の超越性ゆえにあらゆる知識をそなえていたのですが、形
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式的ながら精神指導者を受けいれています。一般の人々を主シュリー・クリシュナに導くため

に、主はみずからヴャーサデーヴァという化身として降誕し、主の超越的な娯楽について描写

したのでした。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 
 

wd& ih Pau&SaSTaPaSa" é[uTaSYa va 
iSvíSYa SaU¢-SYa c buiÖdtaYaae" ) 

AivCYauTaae_QaR" k-ivi>aiNaRæiPaTaae 
  YadutaMaëaek-Gau<aaNauv<aRNaMa(    )) 22 )) 

 
イダンム ヒ プンムサス タパサハ シュルタッシャ ヴァー 

idaà hi puàsas tapasaù çrutasya vä 
 

スヴィシュタッシャ スークタッシャ チャ ブッデヒィ・ダッタヨーホ 

sviñöasya süktasya ca buddhi-dattayoù 
 

アヴィチュトー ルタハハ カヴィビヒル    ニルーピトー 

avicyuto 'rthaù kavibhir nirüpito 
 

ヤドゥ・ウッタマシュローカ・グナーヌヴァルナナンム 

yad-uttamaçloka-guëänuvarëanam 
 

idam—これ; hi—確かに; puàsaù—万人の; tapasaù—苦行の力によって; çrutasya—ヴェ

ーダ研究の力によって; vä—または; sviñöasya—犠牲; süktasya—精神的教育; ca—そして; 

buddhi—知識の修養; dattayoù—慈善; avicyutaù—絶対確実な; arthaù—関心; kavibhiù—

認 め ら れ た 博 識 な 人 物 に よ っ て ; nirüpitaù— 結 論 づ け ら れ た ; yat— で あ る も の ; 

uttamaçloka—選び抜かれた詩節によって描写される主; guëa-anuvarëanam—〜の超越的

質の説明。 
 

苦行・ヴェーダの研究・儀式・マントラの吟唱・慈善は知識を高めるための完全無欠の目標

であり、それらを実践して辿りつくのは、選び抜かれた詩節によって讃えられる主の超越的な

描写である――博識者たちはそのように結論づけた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

人間の知性は、芸術・科学・哲学・物理学・化学・心理学・経済学・政治学などの学問の進

歩のために高められるべきです。そのような知識の修養によって、人類は理想的な生活を達成

できます。その生活の完成は、至高の生物ヴィシュヌの悟りにおいて頂点に達します。ですか
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らシュルティは、真に学識を高めた人々は主ヴィシュヌへの奉仕を求めよ、と命じています。

しかし残念なことに、ヴィシュヌ・マーヤーのうわべの美しさに心が奪われている人々は、完

璧な境地や自⼰の悟りはヴィシュヌの助けがあってこそ実現できるということが理解できませ

ん。ヴィシュヌ・マーヤーとは感覚の楽しみのことであり、得るのはむなしさと苦しみだけで

す。ヴィシュヌ・マーヤーの罠に捕らえられている人々は、知識の発達は感覚の楽しみのため

にある、と思っています。シュリー・ナーラダ・ムニは、宇宙のいっさい万物は主のさまざま

な力から放出されたものであると説明しました。なぜなら、私の想像を絶する力を使って主が

創造界の動きとその反動を始動させたからです。すべては主の力から放出され、主の力に維持

され、消滅されたあとふたたび主のなかに入っていきます。ですから、主と関係のないものは

なにもありませんが、同時に、主はそれらを超越した立場にいます。 

知識の発達が主への奉仕に使われるとき、その手段がすべて完璧になります。人格主神とそ

の超越的な名前・名声・栄光などは主とまったく同じです。ですから、主に仕える聖者や献愛

者たちは、芸術・科学・哲学・物理学・化学・心理学などのあらゆる知識は、全面的に主への

奉仕に向けるべきである、と勧めています。芸術・文学・詩・絵画などは、主を讃えるために

使うことができます。小説作家・詩人・著名な文学者は読者の感覚に訴えることを書くもので

すが、かれらの興味が主への奉仕に向けられれば、主の崇高な娯楽について描写できます。ヴ

ァールミーキは偉大な詩人、またヴャーサデーヴァは偉大な作家であり、かれらは主の超越的

な活動の描写に全力で取り組み、そして不死身になりました。科学や哲学も主への奉仕に向け

られるべきです。感覚を満たすために空しい推論をして何が得られましょう。哲学と科学は主

の栄光を揺るぎないものにするために使うべきです。高い知識を持つ人々は科学をとおして絶

対真理を学びたいと願っていますから、偉大な科学者は、科学的根拠を出して主の存在を証明

するよう努力すべきです。哲学的推論にしても、至高の真理者を「意識を持ち、あらゆる力を

そなえる人物」として確立させなくてはなりません。どのような知識もつねに主の奉仕に使う

べきです。『バガヴァッド・ギーター』も同じことを確証しています。主の奉仕に使われてい

ない「知識」はどれも無知にすぎません。高度な知識を正しく使って主の栄光を確立させるこ

とが、なによりも大切なことです。主への奉仕に使われている科学的知識、そして同様の活動

はすべてハリ・キールタナ（hari-kértana）、すなわち主の称讃です。 

 

第第第第２３２３２３２３節節節節 
 

Ah& PauraTaqTa>ave_>av& MauNae 
daSYaaSTau k-SYaaêNa vedvaidNaaMa( ) 
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iNaæiPaTaae bal/k- Wv YaaeiGaNaa& 
  éué[Uz<ae Pa[av*iz iNaivRiv+aTaaMa(   )) 23 )) 

 
アハンム プラーティータ・バハヴェー バハヴァンム ムネー 

ahaà purätéta-bhave 'bhavaà mune 
 

ダーッシャース トゥ カッシャーシュチャナ ヴェーダ・ヴァーディナーンム 

däsyäs tu kasyäçcana veda-vädinäm 
 

ニルーピトー バーラカ    エーヴァ ヨーギナーンム 

nirüpito bälaka eva yoginäà 
 

シュシュルーシャネー プラーヴリシ ニルヴィヴィクシャターンム 

çuçrüñaëe prävåñi nirvivikñatäm 
 

aham—私; purä—以前; atéta-bhave—前カルパ（ブラフマーの一生）期に; abhavam—〜

になった ; mune—おお、ムニよ; däsyäù—下女の ; tu—しかし ; kasyäçcana—特定の ; 

veda-vädinäm—ヴェーダーンタの従者の; nirüpitaù—従事して; bälakaù—少年の召使い; 

eva—にすぎない; yoginäm—献愛者達の; çuçrüñaëe—〜の奉仕において; prävåñi—雨期の４

か⽉のあいだ; nirvivikñatäm—共に住んでいる。 
 

ムニよ。ブラフマーの前創造期で、私は、ヴェーダーンタの原則に従うブラーフマナたちに

仕える下女の息子だった。ブラーフマナたちが雨期の４ヶ⽉間集まって住んでいたあいだ、私

は身近にかれらに仕えていた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主に捧げる愛情奉仕のすばらしさを、この節でシュリー・ナーラダ・ムニが概説しています。

かれは最下層の家庭に生まれた子で、まともな教育も受けていませんでした。それでも、持て

る能力をすべて使って主に仕えたために、不死身の聖者に変貌したのです。それが、献愛奉仕

の力強さの表われです。生命体は主の中間の力ですから、主への超越的な愛情奉仕を適切に実

行できるよう存在しています。それが適切に為されていない状態をマーヤーといいます。です

から、マーヤーが持つ幻想の力は、持てる力をすべて、感覚の楽しみではなく、主への奉仕に

向けるときに消えていきます。シュリー・ナーラダ・ムニ自身の前世という実例から、「主へ

の奉仕は主の正しい召使いに仕えることから始まる」ということが明白になります。主の召使

いに仕えることは、主に直接仕えることよりもすぐれている、と主も言っています。献愛者へ

の奉仕は主への奉仕よりも価値があるのです。ですから、いつも主に仕えている誠実な献愛者
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を精神指導者として選び、その師に誠意をこめて仕えなくてはなりません。そのような精神指

導者は、物質的感覚では理解できない主の姿を弟子にしめしてくれる透明な媒体者です。誠実

な精神指導者に仕えることで、主は、捧げられる奉仕の質に応じて自分自身を私たちにしめし

てくれます。主への奉仕に全力を注ぐことで、解放の道を確実に進むことができます。正しい

精神指導者に導かれて主とつながりのある奉仕をすれば、全創造宇宙界と主が同じであること

に気づくようになります。熟達した精神指導者はすべてを利用して主を称讃する方法を知って

いるので、人々がそのような人物に導かれれば、その神聖な恩寵によって世界は精神的住居に

変貌するのです。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 

 

Tae MaYYaPaeTaai%l/caPale/_>aRke- 
daNTae_Da*Ta§-I@Nake-_NauviTaRiNa  ) 

c§u-" k*-Paa& YaÛiPa TauLYadXaRNaa" 
  éué[UzMaa<ae MauNaYaae_LPa>aaizi<a )) 24 )) 

 
テー マイー アペーターキヒラ・チャーパレー ルバハケー 

te mayy apetäkhila-cäpale 'rbhake 
 

ダーンテー ドフゥリタ・クリーダナケー アヌヴァルティニ 

dänte 'dhåta-kréòanake 'nuvartini 
 

チャクルフ クリパーンム ヤデャピ    トゥリャ・ダルシャナーハ 

cakruù kåpäà yadyapi tulya-darçanäù 
 

シュシュルーシャマーネー ムナヨー ルパ・バハーシニ 

çuçrüñamäëe munayo 'lpa-bhäñiëi 
 

te—かれらは ; mayi—私に対し ; apeta—経験することなく ; akhila—あらゆる種類の ; 

cäpale—性癖; arbhake—少年に対して; dänte—感覚を抑制して; adhåta-kréòanake—娯楽を

楽しむ習慣がない ; anuvartini—従順な ; cakruù—授けた ; kåpäm—いわれのない慈悲 ; 

yadyapi—〜ではあっても; tulya-darçanäù—生来公平な; çuçrüñamäëe—誠実な者に対して; 

munayaù—ヴェーダーンタに従うムニ; alpa-bhäñiëi—必要以上の話をしない者。 
 

このヴェーダーンタの従者たちはだれとでも公平に接する人々だったが、私にはいわれのな

い慈悲を授けてくださった。私は幼い子どもではあったが、みずからを律し、遊ぶことに興味

はなかった。さらに、悪さをすることもなく、無意味なことは話さない子だった。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 
 『バガヴァッド・ギーター』で主は、「すべてのヴェーダがわたしを探している」と言ってい

ます。主シュリー・チャイタンニャは、ヴェーダには、「生命体と人格主神との絆を確立させ

ること」、「献愛奉仕に関係のある義務を遂行すること」、「その結果究極のゴールである神

のもとに辿りつくこと」、という３つの主題しかないと言っています。そのため、ヴェーダー

ンタの従者であるヴェーダーンタ・ヴァーディー（vedänta-vädé）は、人格主神の純粋な献愛

者を指しています。そのようなヴェーダーンタ・ヴァーディーあるいはバクティ・ヴェーダー

ンタ（bhakti-vedänta）は、献愛奉仕にかかわる崇高な知識を分けへだてなく人々に教えます。

かれらにとって、だれであろうと敵でも友人でもありません。人を見て、教養があるとかない

とか、特に好意をしめしたり嫌ったりすることもありません。バクティ・ヴェーダーンタたち

は、大衆が間違った物欲のために時間を無駄にしていることを知っています。だからこそ、無

知な大衆が失った人格主神との絆を甦らせられるよう働いています。その努力によって、すべ

てを忘れさった魂でさえ精神生活の思いに目覚め、やがてバクティ・ヴェーダーンタの弟子と

なり、超越的な悟りの道を徐々に進むことができるようになります。このヴェーダーンタ・ヴ

ァーディーたちは、幼いこの子が自分を抑えたり無邪気な遊びなどをやめたりするまえから弟

子として受けいれました。しかしかれ（少年）は入門式を受けるまえから、精神生活の高揚を

目指す人に欠かせない規律に熟達していきました。真の人間生活の始まりであるヴァルナーシ

ュラマ・ダルマ体制では、王様の子であれ一般市⺠の子であれ、５歳以上の少年たちはブラフ

マチャーリーになるためにグルのアーシュラマに入り、正しい教育を系統的に受けます。その

訓練は、国のためにすぐれた市⺠を育てるために必要であることはもちろん、その子自身が将

来精神的悟りを得るためにも欠かせないものです。ヴァルナーシュラマ体制の従者の子どもた

ちは、物欲を満たすだけの無責任な生活をまったく知りません。子どもたちは、父親によって

⺟親の胎内に置かれるまえから精神的な洞察力を授けられています。父親も⺟親も、子どもが

物質の束縛から無事に解放されるよう見守る責任があります。それが、家族計画を成功させる

正しい方法であり、完璧な完成を得るために子どもをもうけなくてはなりません。自⼰を抑制

しなければ、規律を守らなければ、そして心から従順でなければ、精神指導者の教えに正しく

従うことはできませんし、またそれが実践できなければ、神のもとに帰ることはできません。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 
 

oiC^íle/PaaNaNauMaaeidTaae iÜJaE" 
Sak*-TSMa >auÅe TadPaaSTaik-iLbz" ) 
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Wv& Pa[v*taSYa ivéuÖceTaSa‚ 
  STaÖMaR  WvaTMaåic"  Pa[JaaYaTae )) 25 )) 

 
ウッチシュタ・レーパーン アヌモーディトー ドゥヴィジャイヒ 

ucchiñöa-lepän anumodito dvijaiù 
 

サクリトゥ スマ ブフンジェー タドゥ・アパースタ・キルビシャハ 

sakåt sma bhuïje tad-apästa-kilbiñaù 
 

エーヴァンム プラヴリッタッシャ ヴィシュッダハ・チェータサス 

evaà pravåttasya viçuddha-cetasas 
 

タドゥ・ダハルマ    エーヴァートゥマ・ルチヒ プラジャーヤテー 

tad-dharma evätma-ruciù prajäyate 
 

ucchiñöa-lepän—⾷べ物の残り; anumoditaù—許可を得て; dvijaiù—ヴェーダーンタ・ブラ

ーフマナー達によって; sakåt—昔; sma—過去において; bhuïje—⾷べた; tat—その行為によ

って; apästa—取り除かれた; kilbiñaù—すべての罪; evam—そのように; pravåttasya—従事

して; viçuddha-cetasaù—心が浄化された人物の; tat—その特定の; dharmaù—性質; eva—

確かに; ätma-ruciù—超越的な魅力; prajäyate—表わされた。 
 

一度だけ、かれらの⾷べ残しを許しを得ていただいたことがあり、そのことでたちまち私の

罪は跡形もなく消えていった。このように仕えていくうちに私の心はさらに清められ、その超

越主義者たちの特質に心惹かれていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
純粋な献愛奉仕は、（もちろん良い意味で）伝染病のように強い感染力を持っています。心

のきれいな献愛者は、どのような罪にもけがされません。人格主神はもっとも純粋な生命体で

すから、だれであっても、物質に影響されないほど純粋でなければ主の純粋な献愛者にはなれ

ません。このバクティ・ヴェーダーンタたちは純粋な献愛者で、少年もかれらとの交流によっ

て、そしてかれらが残した⾷べ物を１度⾷べただけで、その純粋な性質を受けつぎました。そ

のような残り物は、純粋な献愛者たちの許しがなくても⾷べることはできます。まがいものの

献愛者もいますから、そのような輩にはよくよく気をつけなくてはなりません。献愛奉仕を始

めようとする人を邪魔する要素はいくらでもあります。しかし、心のきれいな献愛者と交流す

ればどのような障害も取りのぞかれるものです。初心の献愛者は、純粋な献愛者の崇高な気質

によって自分も高められ、人格主神の名前・名声・質・超越的な娯楽などへの魅力を感じるよ
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うになります。純粋な献愛者の気質を受けつぐという表現は、人格主神の神聖な活動の話を聞

くたびに、その純粋な愛情奉仕の甘露を感じとるようになることを指しています。この超越的

な甘露を味わうと、物質的な物事いっさいが味気ないものに思えてきます。だからこそ心の清

らかな献愛者は、物質的な活動にまったく惹かれないのです。すべての罪を洗い流し、あるい

は献愛奉仕の障害を克服した人は、その奉仕に惹かれ、動じなくなり、完璧な甘露を味わい、

神聖な感情に浸り、やがて主への愛情奉仕に立脚した境地に入ることができます。このような

段階は純粋無垢な献愛者との交流をとおして高まっていくのであり、それがこの節の要点です。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 

 

Ta}aaNvh& k*-Z<ak-Qaa" Pa[GaaYaTaa‚ 
MaNauGa]he<aaé*<av&  MaNaaehra"  ) 

Taa" é[ÖYaa Mae_NauPad& ivé*<vTa" 
  iPa[Yaé[vSYa(r) MaMaa>avd]uic" )) 26 )) 

 
タトゥラーンヴァハンム クリシュナ・カタハーハ プラガーヤターンム 

tatränvahaà kåñëa-kathäù pragäyatäm 
 

アヌグラヘーナーシュリナヴァンム    マノーハラーハ 

anugraheëäçåëavaà manoharäù 
 

ターハ シュラッダハヤー メー アヌパダンム    ヴィシュリンヴァタハ 

täù çraddhayä me 'nupadaà viçåëvataù 
 

プリヤシュラヴァッシ アンガ    ママーバハヴァドゥ    ルチヒ 

priyaçravasy aìga mamäbhavad ruciù 
 

tatra—そこで ; anu—毎日 ; aham—私は ; kåñëa-kathäù—主クリシュナの活動の話 ; 

pragäyatäm—説明している; anugraheëa—いわれのない慈悲によって; açåëavam—聴覚を

使って; manaù-haräù—魅力的な; täù—それら; çraddhayä—敬意をこめて; me—私に; 

anupadam—毎瞬間; viçåëvataù—注意深く聞いている; priyaçravasi—人格主神の; aìga—

おおヴャーサデーヴァよ; mama—私のもの; abhavat—そのようになった; ruciù—味わい。 
 

ヴャーサデーヴァよ。そのような交流をとおして、また偉大なヴェーダーンタ学者たちの慈

悲によって、私は、主クリシュナの魅力的な活動にまつわるかれらの話を聞くことができた。

その話に一心に耳をかたむけることで、人格主神について聴く楽しみは次第に深まっていった。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主シュリー・クリシュナ、絶対人格主神は、その姿はもちろんのこと、活動そのものも私た

ちを引きつけてやみません。なぜなら、絶対者は、みずからの名前・名声・姿・娯楽・仲間・

主にまつわる品々などを含み、絶対的な存在だからです。主はいわれなき慈悲心で物質界に降

誕し、人間としてさまざまな神聖な娯楽を繰りひろげましたが、それは、そうして主の美しさ

に心を奪われた人々が主のもとに帰ることができるように、という配慮からでした。人は、通

俗なことをするさまざまな人物たちの歴史や物語を聞きたがるものですが、そのようなかかわ

りのために貴重な時間を無駄にし、物質自然界の３つの質に心奪われてしまうことを知りませ

ん。時間を無駄にするのではなく、自分の関心を主の神聖な娯楽に向けることで精神的成功を

おさめることができます。主のそのような娯楽の話を傾聴すれば主とじっさいにふれあうこと

ができ、前述したように、心に積まれてきた罪は主にまつわる話を聞くことで、心の内から、

すべて流れでていきます。このように罪をことごとく捨てた読者たちは、次第に俗なつきあい

から解放され、主の姿に心惹かれるようになります。ナーラダ・ムニは、そのことを自分の体

験をとおして説明しています。この話の要旨は、主の神聖な娯楽をただ聞くだけで、主の仲間

の一人になれるということです。ナーラダ・ムニは永遠の命と無限の知識と果てしない至福に

満たされ、物質・精神両方の世界を意のままに旅することができます。正しい情報源から主の

崇高な娯楽について聞く人はもっとも気高い人生に到達します。それはシュリー・ナーラダが、

前世で純粋な献愛者たち（バクティ・ヴェーダーンタ）の話を傾聴したことで実証しています。

献愛者と交流しながら主にまつわる話を傾聴する方法は、争い渦巻くカリ現代において特に勧

められています。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 

 

TaiSMa&STada l/BDaåceMaRhaMaTae 
iPa[Yaé[vSYaS%il/Taa  MaiTaMaRMa  ) 

YaYaahMaeTaTSadSaTSvMaaYaYaa 
  PaXYae MaiYa b]øi<a k-iLPaTa& Pare )) 27 )) 

 
タスミンス タダー ラブダハ・ルチェール マハー・マテー 

tasmiàs tadä labdha-rucer mahä-mate 
 

プリヤシュラヴァッシ アスカハリター マティル ママ 

priyaçravasy askhalitä matir mama 
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ヤヤーハンム    エータトゥ サドゥ・アサトゥ スヴァ・マーヤヤー 

yayäham etat sad-asat sva-mäyayä 
 

パッシェー マイ ブラフマニ    カルピタンム    パレー 

paçye mayi brahmaëi kalpitaà pare 
 

tasmin—そうであるために ; tadä—そのとき ; labdha—達成した ; ruceù—味わい ; 

mahä-mate—おお偉大な聖者よ; priyaçravasi—主について; askhalitä matiù—途切れること

のない集中力; mama—私のもの; yayä—それによって; aham—私は; etat—これらすべて; 

sat-asat— 濃 密 と 希 薄 ; sva-mäyayä— 自 分 の 無 知 ; paçye— 見 る ; mayi— 私 の 中 の ; 

brahmaëi—至高者; kalpitam—受け入れる; pare—超越性の中で。 
 

偉大な聖者ヴャーサよ。主への愛情という甘露を味わった結果、主にまつわる話を聞こうと

する私の集中心は不動のものとなった。その味わいが深まっていくごとに、濃密・希薄な肉体

という覆いを受けいれたのは私の無知の結果だったことに気づいた。主も私も超越的な存在な

のだから。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
物質存在という無知は暗闇にたとえられ、そして全ヴェーダ経典で人格主神は太陽にたとえ

られています。光ある場所に暗闇はありません。主の崇高な娯楽について聞くことは、主とそ

の娯楽がまったく同じであることから、聞く行為そのものが主との超越的なふれあいです。至

高の光とふれあうことで、すべての無知を消しさることができます。条件づけられた魂は、無

知ゆえに自分も主も物質自然界の産物であると誤解しています。しかしじっさいは主も生命体

も超越的な存在にあり、物質自然界とはなんの関係はありません。人格主神抜きでは何も存在

できないことを理解するとき、無知の暗闇は消えていきます。濃密・希薄な体は人格主神から

放出されたものですから、私たちは知識という光に導かれて両方の体を主のために使うことが

できます。肉体は主に仕えるため（水を汲んだり、寺院を掃除したり、お辞儀をしたりなど）

に使うことができます。アルチャナー（arcanä）・寺院における神像崇拝には、主への奉仕に

体を使うことが含まれています。同じように、希薄な心は主の超越的な娯楽について聞くこと

に使い、その内容を熟考し、主の名前を唱えたりすることに使えます。どれも超越的な活動で

す。濃密・希薄どちらの体も、物質的なことに使うべきではありません。超越的な活動につい

てそのように悟るには⻑年にわたる献愛奉仕の修練が必要ですが、主への愛情だけでもそれは

かならず実現します。ナーラダ・ムニが傾聴するだけでその愛情を高めているのですから。 
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第２８節第２８節第２８節第２８節 

 

wTQa& XarTPa[av*izk-av*TaU hre‚ 
ivRé*<vTaae Mae_NauSav& YaXaae_Mal/Ma( ) 

SaªqTYaRMaaNa& MauiNai>aMaRhaTMai>a‚ 
  >aRi¢-"    Pa[v*taaTMarJaSTaMaaePaha  )) 28 )) 

 
イッタハンム シャラトゥ・プラーヴリシカーヴ リトゥー ハレール 

itthaà çarat-prävåñikäv åtü harer 
 

ヴィシュリンヴァトー メー ヌサヴァンム ヤショー マラン 

viçåëvato me 'nusavaà yaço 'malam 
 

サンキールテャマーナンム    ムニビヒル    マハートゥマビヒル 

saìkértyamänaà munibhir mahätmabhir 
 

バハクティヒ プラヴリッタートゥマ・ラジャス・タモーパハー 

bhaktiù pravåttätma-rajas-tamopahä 
 

ittham—こうして ; çarat—秋 ; prävåñikau—雨期 ; åtü—２つの季節 ; hareù—主の ; 

viçåëvataù—絶えず聞いている; me—私自身; anusavam—絶えず; yaçaù amalam—純粋無

垢 な 栄 光 ; saìkértyamänam— 〜 に よ っ て 唱 え ら れ て ; munibhiù— 偉 大 な 聖 者 達 ; 

mahä-ätmabhiù—偉大な魂達; bhaktiù—献愛奉仕; pravåttä—流れ始めた; ätma—生命体; 

rajaù—激性; tama—無知; upahä—消滅している。 
 

こうして、雨期と秋という２つの季節に、私はこの偉大な魂たちが主ハリの純粋な栄光を唱

えつづけているのを聞く機会にめぐまれた。私の献愛奉仕の流れが始まったとき、やがて激性

と無知の覆いは打ち砕かれた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
至高主への神聖な愛情奉仕は、すべての生命体にそなわっている自然な行為です。その思い

はどのような生物のなかにも眠っているのですが、物質自然とかかわっているために、激性と

無知がその思いを太古の昔から隠しつづけています。もしある魂が、主の恩寵によって、そし

て主の偉大な魂である献愛者たちの恩寵によって、純粋な献愛者との交流を得る幸運にめぐま

れ、そして主のけがれなき栄光を聞く機会にめぐまれれば、まちがいなく、川の流れのように

献愛奉仕は流れはじめます。川が海に辿りつくまで流れつづけるように、純粋な献愛奉仕は純

粋な献愛者との交流によって、行きつくところ、すなわち神への崇高な愛情に向けて流れつづ
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けます。献愛奉仕の流れはだれにも止められません。それどころか、流れる量は増えつづけま

す。この流れには大きな力がこめられており、その奉仕を見る人でさえ激性と無知の影響から

解放されます。２つの性質はこうして取りのぞかれ、生命体は自分本来の境地に戻り、そして

解放されるのです。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 

TaSYaEv&  Mae_Naur¢-SYa  Pa[ié[TaSYa  hTaENaSa" ) 
é[ÕDaaNaSYa bal/SYa daNTaSYaaNaucrSYa c )) 29 )) 

 
タッシャイヴァンム メー ヌラクタッシャ 

tasyaivaà me 'nuraktasya 
 

プラシュリタッシャ ハタイナサハ 

praçritasya hatainasaù 
 

シュラッダダハーナッシャ    バーラッシャ 

çraddadhänasya bälasya 
 

ダーンタッシャーヌチャラッシャ チャ 

däntasyänucarasya ca 
 

tasya—かれの; evam—こうして; me—私のもの ; anuraktasya—かれらに執着して; 

praçritasya—従順に; hata—〜から自由な; enasaù—罪; çraddadhänasya—忠実な人物の; 

bälasya—体の; däntasya—従属させて; anucarasya—教えに厳格に従っている; ca—そして。 
 

私は聖者たちに強い愛着を感じていた。私は穏やかにふるまい、これまでの罪は聖者たちに

仕えるうちにすべて消えていった。心のなかにはかれらに対する堅い信念が築かれ、感覚の動

きを抑えながら、私は体と心を使ってかれらに忠実に従った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
これが、純粋無垢な献愛者の境地に高められるために必要な候補者の資格です。その境地を

望むからには、つねに純粋な献愛者との交流を求めるべきです。偽物献愛者に騙されてはなり

ません。純粋な献愛者の教えを受けいれるためにも、腹蔵のない、そして穏やかな人物である

べきです。純粋な献愛者とは、人格主神に身も心もゆだねている人物を指します。人格主神が

至高の所有者であること、そして他の魂はだれでも主の召使いであることをよく理解している

のです。純粋な献愛者とのまじわりだけが、俗なつきあいによって積み重ねられた罪を洗い流
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すことができます。初心の献愛者は純粋な献愛者に誠実に仕え、教えには従順かつ厳格に従わ

なくてはなりません。これらが、現世で完成を達成することを心に誓っている献愛者の印です。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 

 

jaNa&    GauùTaMa&   YataTSaa+aaÙGavTaaeidTaMa( ) 
ANvvaecNa( GaiMaZYaNTa" k*-PaYaa dqNavTSal/a" )) 30 )) 

 
ギャーナンム グヒャタマンム ヤトゥ タトゥ 

jïänaà guhyatamaà yat tat 
 

サークシャードゥ バハガヴァトーディタンム 

säkñäd bhagavatoditam 
 

アンヴァヴォーチャン ガミッシャンタハ 

anvavocan gamiñyantaù 
 

クリパヤー ディーナ・ヴァトゥサラーハ 

kåpayä déna-vatsaläù 
 

jïänam—知識; guhyatamam—もっとも秘奥な知識; yat—〜であるもの; tat—それ; 

säkñät—直接に ; bhagavatä uditam—主みずからが説いた ; anvavocan—教えを授けた; 

gamiñyantaù— 〜 か ら 去 っ て い く と き ; kåpayä— い わ れ の な い 慈 悲 に よ っ て ; 

déna-vatsaläù—哀れで慎ましい者に非常に親切な人々。 
 

哀れな魂たちにこのうえなく優しいバクティ・ヴェーダーンタたちは、その場を去るとき、

主神みずからが説いた秘奥な知識を私に説いた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
純粋なヴェーダーンタ学者、すなわちバクティ・ヴェーダーンタは、主自身が説いた教えを

そのまま従者たちに伝えます。人格主神は、『バガヴァッド・ギーター』や他の経典のなかで、

主だけに従うよう明言しています。主は万物の創造者・維持者・破壊者です。表わされた全創

造界は主の意志によって存在し、また主の意志によって宇宙の営みがすべて終焉を迎えるとき、

主はみずから創造したものすべてとともに永遠の住居にとどまります。創造のまえに主はその

永遠な住居にいましたし、破壊のあともその場所にとどまります。ですから、主は創造された

生物の一人ではありません。超越的な人物なのです。主は『バガヴァッド・ギーター』でアル

ジュナに語りました――あなたに教えを説く遙か以前にこの教えを太陽神に説いたが、時代の
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推移につれて内容が歪められたために継承が絶えた、だから今、同じ教えをふたたびあなたに

説いている、あなたがわたしの完璧な献愛者で友人だから、と。つまり、主の教えは献愛者だ

けが理解できるのであり、それ以外の人々にはわからないということです。主の崇高な姿につ

いてまったく知らない非人格論者は、主のもっとも秘奥なこの教えは理解できません。「もっ

とも秘奥な」という言葉は重要です。献愛奉仕の知識は非人格的ブラフマンの知識をはるかに

超えているからです。ギャーナン（jïänam）は、通常の知識あるいは知識そのものを指します。

この知識は非人格的ブラフマンの知識にまで高めることができます。その上には、献愛奉仕と

部分的に共通するパラマートマー、つまり遍在する神の知識の段階があります。ブラフマンの

知識よりも秘奥な境地です。しかし、そのような知識が純粋な献愛奉仕に変化し、超越的知識

の秘奥な段階に達すると、それが「もっとも秘奥な知識」と呼ばれます。このもっとも秘奥な

知識が主によって、ブラフマー、アルジュナ、ウッダヴァたちに授けられました。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節 

 

YaeNaEvah&   >aGavTaae  vaSaudevSYa  veDaSa" ) 
MaaYaaNau>aavMaivd& YaeNa GaC^iNTa TaTPadMa( )) 31 )) 

 
イェーナイヴァーハンム バハガヴァトー 

yenaivähaà bhagavato 
 

ヴァースデーヴァッシャ ヴェーダハサハ 

väsudevasya vedhasaù 
 

マーヤーヌバハーヴァンム    アヴィダンム 

mäyänubhävam avidaà 
 

イェーナ ガッチャンティ タトゥ・パダンム 

yena gacchanti tat-padam 
 

yena— そ れ に よ っ て ; eva— 確 か に ; aham— 私 は ; bhagavataù— 人 格 主 神 の ; 

väsudevasya— 主 シ ュ リ ー ・ ク リ シ ュ ナ の ; vedhasaù— 至 高 の 創 造 者 の ; mäyä— 力 ; 

anubhävam—影響; avidam—簡単に理解した; yena—それによって; gacchanti—かれらは

行く; tat-padam—主の蓮華の御足に。 
 

私は、その秘奥な知識をとおして万物の創造者・維持者・破壊者である主シュリー・クリシ

ュナの力の働きをはっきりと悟った。そのような悟りを得る人はだれでも主のもとに帰り、主

その方に会うことができる。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
献愛奉仕すなわちもっとも秘奥な知識をとおして、主のさまざまな力がどう働いているかを

容易に知ることができます。主の１つの力が物質界を作りだし、別の（すぐれた）力が精神界

を作りだし、そして中間の力が、これらの力のどちらかに仕える生命体を作りだします。物質

の力に仕えている生命体は生存と幸福のために苦闘していますが、それはかれらにとって幻想

にほかなりません。いっぽう精神的力のなかにいる生命体は、永遠の生活、完全な知識、永続

する至福のなかで主に直接仕えています。主みずから『バガヴァッド・ギーター』で述べてい

るように、物質の力の世界で堕落しきっている条件づけられた魂たち全員が、物質界と縁を切

って自分のもとに帰ってくることを願っています。これこそがもっとも秘奥な知識です。しか

し、これは純粋な献愛者だけが理解できることであり、そのような献愛者が神の王国に入って

主にめぐりあい、主に仕えます。その模範となる人物が、永遠の知識と至福の境地に到達した

ナーラダです。その道や方法はだれにでもしめされていますが、シュリー・ナーラダ・ムニの

足跡に従う人だけが達成することができます。シュルティ・マントラには、至高主は（みずか

ら努力することなく）無限の力を持ち、それらが上記の３つの主な名称をとおして説明されて

います。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 
 

WTaTSa&SaUicTa& b]ø&STaaPa}aYaicik-iTSaTaMa(  ) 
Yadqìre >aGaviTa k-MaR b]øi<a >aaivTaMa( )) 32 )) 

 
エータトゥ サンムスーチタンム ブラフマンムス 

etat saàsücitaà brahmaàs 
 

ターパ・トゥラヤ・チキトゥシタンム 

täpa-traya-cikitsitam 
 

ヤドゥ イーシュヴァレー バハガヴァティ 

yad éçvare bhagavati 
 

カルマ    ブラフマニ    バハーヴィタンム 

karma brahmaëi bhävitam 
 

etat—この程度; saàsücitam—博識者によって決定された; brahman—おお、ブラーフマナ・

ヴャーサよ; täpa-traya—３種類の苦しみ; cikitsitam—治療法; yat—〜であるもの; éçvare—至

高の支配者; bhagavati—人格主神に; karma—定められた活動; brahmaëi—偉大な人物に; 

bhävitam—捧げられて。 



 45 

ブラーフマナ・ヴャーサデーヴァよ。あらゆる問題や苦しみを取りのぞく最善の方法は、自

分の活動を至高主・人格主神（シュリー・クリシュナ）に捧げることである、と博識ある人々

が断言している。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリー・ナーラダ・ムニがみずから体験したように、解放への道を歩いたり人生のすべて

の苦しみから救われたりするもっとも実現可能な方法は、正しい情報源から主の超越的な活動

について素直に聞くことです。これが、唯一の治療法です。全物質界は苦しみに満ちています。

愚かな人々は、体や心、自然災害、他の生物によって生じるこのような三重の苦しみを取りの

ぞく方法を、ちっぽけな頭脳で数多く作りあげました。全世界がこのような苦しみから逃れよ

うともがいていますが、どんな計画や治療法をめぐらしても、主の許しがなければ、待ち望ん

でいる平安は実現されないことを人類は知りません。患者を治すどのような治療も、主が許さ

なければ効果はありません。どれほど安全な船で川や海を渡ろうとしても、主の許可がなけれ

ば無事に渡りきることはできません。正しく知っておくべきことは、主が究極の許諾者なのだ

から、究極の成功を得るために、あるいは成功の道を邪魔する物を取りのぞくために、主の慈

悲を求めて全霊をこめて努力すべきだということです。主は遍在し、あらゆる力をそなえ、全

知全能です。善悪すべての努力に対して最終的な許可を与える人物です。ですから、主の慈悲

が授かるれるよう行動することを学び、主を非人格なブラフマン、局所的なパラマートマー、

そして至高人格主神として受けいれなくてはなりません。自分がだれであろうと問題ではあり

ません。すべてを主の奉仕に捧げるのです。博識な学者・科学者・哲学者・詩人であれば、持

てる教養を主の至高性を確立させるために使ってください。生涯をとおして、主のエネルギー

について研究してください。主を非難してはいけないし、価値のない知識をかき集めて主の真

似事をしてはいけません。管理者・政治家・軍人なら、政治的手腕を使って主の至高性を確立

してください。シュリー・アルジュナのように、主のために戦うのです。最初、偉大な戦士で

あるシュリー・アルジュナは戦いを拒みました、しかし、戦いは避けられないことを主に諭さ

れて確信したとき、それまでの決心を翻して主のために戦いました。同じように、実業家や農

業従事者は、苦労して稼いだお金を主のために使えばいいのです。手に入れた金銭はすべて主

の富であることを胸に刻んでいてください。富は幸運の女神（ラクシュミー）、また主はナー

ラーヤナ、すなわちラクシュミーの夫です。ラクシュミーを主ナーラーヤナのために使い、そ

して幸せになってください。それが、生涯をとおして主を理解する方法です。帰するところ、

あらゆる物質的活動から解放され、主の崇高な娯楽を一心に聞くことが最善の生き方です。し
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かし、そのような機会に恵まれていなければ、自分が特に魅力を感じていることを主のために

使ってください。それが平和と繁栄に辿りつく道です。この節にあるsaàsücitam（サンムスーチタ

ンム）という言葉にも重要な意味がこめられています。ナーラダの悟りを、子どもが考えるよう

な絵空事と思ってはなりません。そうではないのです。それは、熟達し教養ある学者が到達し

た悟りであり、それがsaàsücitamという言葉の真意です。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 

 

AaMaYaae  Yaê  >aUTaaNaa&  JaaYaTae  YaeNa Sauv]Ta  ) 
Tadev ùaMaYa& d]VYa& Na PauNaaiTa icik-iTSaTaMa( )) 33 )) 

 
アーマヨー ヤシュ チャ ブフーターナーンム 

ämayo yaç ca bhütänäà 
 

ジャーヤテー イェーナ スヴラタ 

jäyate yena suvrata 
 

タドゥ エーヴァ ヒ アーマヤンム ドゥラヴャンム 

tad eva hy ämayaà dravyaà 
 

ナ プナーティ チキトゥシタンム 

na punäti cikitsitam 
 

ämayaù—病気; yaù ca—なんであっても; bhütänäm—生命体の; jäyate—可能になる; 

yena—その作用によって; suvrata—おお、すぐれた魂よ; tat—その; eva—まさに; hi—確か

に; ämayam—病気; dravyam—物事; na—そうではないか; punäti—治す; cikitsitam—〜で

処置する。 
 

おお、善良なる魂よ。ある病気を生じさせた物質を、逆に治療薬として使えば、その物質が

その病気を治すことがある。 
 

要旨解説 
 

腕利きの医者は、治療⾷を使って患者を治そうとします。たとえば、乳製品は腸障害を起こ

すことがありますが、同じミルクを凝乳にして別の治療薬と混ぜて処方することで腸障害を治

療することができます。同じように、物質存在の三重苦は物質的な活動で静めることはできま

せんが、その物質的活動を精神的活動に変えればいいのです。鉄が真っ赤になって火と同質に

なるのと同じです。また、ある物質的概念も、主への奉仕に向けられることで変化します。そ
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れが精神的成功の秘訣です。物質自然界を支配しようとしてはいけませんし、物質的な物事を

拒絶するだけでも不充分です。逆境に善処する最善策は、すべてを至高の生物・神と関係させ

て使うことにあります。すべては至高の魂である主から放出されたものであり、主は私たちの

想像もおよばない力を使って、精神を物質に、物質を精神に変えることができます。ですから、

物質的な物事（と一般的に言われるもの）でも、主の最善の意志によって精神的力に変化しま

す。その変化に必要な条件は、いわゆる物質的とされるものを魂本来の奉仕に利用することに

あります。それが、私たちの物質的な病気を治し、苦しみや嘆きや恐れのない精神的境地に私

たちを高める方法です。このようにすべてが主への奉仕に使われれば、至高のブラフマン以外

に存在するものはないことが体験できます。ヴェーダのマントラが説く「すべてはブラフマン

である」という教えは、こうして悟ることができるのです。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 

 

Wv&  Na*<aa&  i§-YaaYaaeGaa" SaveR Sa&Sa*iTaheTav" ) 
Ta WvaTMaivNaaXaaYa k-LPaNTae k-iLPaTaa" Pare )) 34 )) 

 
エーヴァンム ヌリナーンム クリヤー・ヨーガーハ 

evaà nåëäà kriyä-yogäù 
 

サルヴェー サンムスリティ・ヘータヴァハ 

sarve saàsåti-hetavaù 
 

タ エーヴァートゥマ・ヴィナーシャーヤ 

ta evätma-vinäçäya 
 

カルパンテー    カルピターハ    パレー 

kalpante kalpitäù pare 
 

evam— こ う し て ; nåëäm— 人 類 の ; kriyä-yogäù— す べ て の 活 動 ; sarve— す べ て ; 

saàsåti—物質存在; hetavaù—原因になる; te—それ; eva—確かに; ätma—活動という大木; 

vinäçäya—殺すこと; kalpante—できるようになる; kalpitäù—捧げる; pare—超越的存在に

向けて。 
 

このように、主のために行動することで、今まで自分を縛りつけていた同じ行動によって、

活動という束縛の木を切り倒すことができるようになる。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

生命体を絶えまなくあやつっている果報的活動は、地中深く根を張っているために、『バガ

ヴァッド・ギーター』で菩提樹にたとえられています。活動の結果を楽しみたいと思っている

かぎり、おこなったことに応じて肉体や場所を変えながら転生をつづけなくてはなりません。

楽しもうとする気持ちは、主の使命を満たそうとする望みに変えることができます。そうすれ

ば活動そのものがカルマ・ヨーガ（karma-yoga）に変貌します。すなわち、自分の性質に応じ

た活動をしながら精神的完成を得る方法になるのです。この節で使われているätmä（アートマー）

はあらゆる果報的活動そのものを指しています。結論として、果報的活動の結果やその他の活

動がすべて主のためにおこなわれるとき、活動者はさらなるカルマの発生を止め、徐々に超越

的な献愛奉仕へ高められる、と言えます。そして、菩提樹の根を切断するにとどまらず、活動

者を主の蓮華の御足へと導いていきます。 

要点として、まずヴェーダーンタ哲学に精通していることは言うまでもなく、自⼰を悟り、

主シュリー・クリシュナ・人格主神に仕える純粋な献愛者との交流を求める必要があります。

初心の献愛者は、純粋な献愛者との交流をつづけながら、心と体を使ってのびのびと愛情奉仕

をしなくてはなりません。そのような心がけが、偉大な魂のなかに慈しみの心を授けようとす

る思いを起こさせます。そしてその優しさによって、純粋な献愛者の神聖な気質が初心の献愛

者のなかに注ぎこまれるのです。慈悲を授かった献愛者は主の崇高な娯楽を聞こうとする熱意

をしだいに高め、濃密・希薄な体の本質を、その体を超えた純粋な魂に関する知識を、そして

至高の魂すなわち人格主神との永遠の絆を理解できるようになります。永遠の絆が築かれ、互

いの関係が認識されるとき、主への無垢な奉仕は非人格的ブラフマンと局所的なパラマートマ

ーの悟りを超え、さらに人格主神に関する完璧な知識へと徐々に高められていきます。『バガ

ヴァ ッド・ ギータ ー』が 説いて いるよ うに、このよ うなプ ルショ ーッ タマ・ ヨーガ

（puruñottama-yoga）によって、私たちは肉体のなかにいながらにして完璧な境地に入ること

ができ、主のすべての高貴な質をもっとも高い段階にまで高めることができます。これが、純

粋な献愛者との交流による段階的な高まりです。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節 
 

Yad}a  i§-YaTae  k-MaR >aGavTPairTaaez<aMa(  ) 
jaNa& YatadDaqNa& ih >ai¢-YaaeGaSaMaiNvTaMa( )) 35 )) 

 
ヤドゥ アトゥラ クリヤテー カルマ 

yad atra kriyate karma 
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バハガヴァトゥ ・パリトーシャナンム 

bhagavat-paritoñaëam 
 

ギャーナンム    ヤトゥ タドゥ アデヒィーナンム ヒ 

jïänaà yat tad adhénaà hi 
 

バハクティ・ヨーガ ・サマンヴィタンム 

bhakti-yoga-samanvitam 
 

yat—なんであっても; atra—この生涯あるいは世界で; kriyate—実行する; karma—活動; 

bhagavat—人格主神に; paritoñaëam—〜の満足; jïänam—知識; yat tat—そのように呼ば

れるもの; adhénam—依存して; hi—確かに; bhakti-yoga—献愛奉仕; samanvitam—バクテ

ィ・ヨーガと合致して。 
 

現世で主の使命を実現させるためにすることはすべて、バクティ・ヨーガ、すなわち主への

崇高な愛情奉仕と呼ばれ、一般的に知識と呼ばれているものはその奉仕に付随する要素となる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

経典がしめすとおりに果報的活動をすれば、精神的悟りに必要な超越的知識を完璧に得られ

る、という考えが一般的に、そして広く知られています。またバクティ・ヨーガを、別の形の

カルマであると考えている人たちがいます。しかし、じつはバクティ・ヨーガはカルマもギャ

ーナも超えています。バクティ・ヨーガはギャーナとカルマからは独立していますが、ギャー

ナとカルマはバクティ・ヨーガに依存しています。シュリー・ナーラダがヴャーサに助言した

ように、このクリヤー・ヨーガは主を満足させることが原則であるため、特に勧められていま

す。主は我が子である生命体たちが三重苦に苦しむことのないよう願っています。すべての子

どもが自分のもとに戻り、共に住んでほしいと思っていますが、神のもとに帰るためには、物

質的けがれを捨てて清い心を持たなくてはなりません。ですから、ある行為が主を満足させる

ために為されれば、その行為者は物質的けがれから徐々に清められていきます。清められると

は、精神的な知識を得る、ということです。ですから、知識はカルマ、すなわち主のために為

された活動によって得られるものです。それ以外の知識は、バクティ・ヨーガという主の満足

とはかかわりがないため、神のもとには導いてくれません。つまりそのような知識は、この章

の第12節でnaiñkarmyam apy acyuta-bhäva-varjitam（ナイシュカルミャンム アピ アチュタ・バハーヴ

ァ・ヴァルジタンム）と説明されているように、解放でさえも授けてはくれません。結論として、特

に主の神々しい栄光について聞いたり唱えたりしながら主に純粋に仕えている献愛者は、『バ

ガヴァッド・ギーター』が確証しているように、神聖な恩寵のおかげで同時に精神的な悟りも

授かっている、ということが言えます。 
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第３６節第３６節第３６節第３６節 

 

ku-vaR<aa Ya}a k-MaaRi<a >aGaviC^+aYaaSak*-Ta(  ) 
Ga*<aiNTa Gau<aNaaMaaiNa k*-Z<aSYaaNauSMariNTa c )) 36 )) 

 
クルヴァーナー ヤトゥラ カルマーニ 

kurväëä yatra karmäëi 
 

バハガヴァチ・チクシャヤーサクリトゥ 

bhagavac-chikñayäsakåt 
 

グリナンティ グナ・ナーマーニ 

gåëanti guëa-nämäni 
 

クリシュナッシャーヌスマランティ チャ 

kåñëasyänusmaranti ca 
 

kurväëäù—実践しているあいだ; yatra—そこですぐに; karmäëi—義務; bhagavat—人格

主神; çikñayä—〜の意志によって; asakåt—絶えず; gåëanti—持つようになる; guëa—質; 

nämäni—名前; kåñëasya—クリシュナの; anusmaranti—絶えず思い続けている; ca—そし

て。 
 

シュリー・クリシュナ、至高人格主神の命令に従って義務を遂行しながら、修練者は主を、

主の名前を、そして主の質を絶えず思いつづけている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主の円熟した献愛者は、現世や来世のためにあらゆる任務をはたしながら、主の名前・名声・

質などをいつも思っていられるよう生活を組みたてることができます。主の命令は『バガヴァ

ッド・ギーター』に明言されています。どのような生活をしていても、いつも主のためだけに

働かなくてはならない、ということです。私たちは生涯を通じて、主を真の所有者として位置

づけなくてはなりません。ヴェーダ儀式の決まりでは、インドラ、ブラフマー、サラスヴァテ

ィー、ガネーシャなどを崇拝するときでさえ、その儀式の支配力であるヤゲーシュヴァラ

（yajïeçvara）がヴィシュヌの権化として儀式執行中に存在していなくてはなりません。ある

目的のために特定の半神を崇拝することは勧められていますが、なおかつ、円滑な儀式執行の

ためにヴィシュヌの存在は不可欠です。 

ヴェーダの義務以外にしても、日常生活（たとえば、家庭や勤務先）でも活動の結果はすべ

て至高の受益者である主クリシュナに捧げるもの、と考えるべきです。『バガヴァッド・ギー
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ター』で主は、「わたしがすべての至高の受益者、すべての惑星の至高の所有者、すべての生

命体の至高の友人である」と宣言しています。主シュリー・クリシュナ以外に、創造界の万物

の所有者であることを断言できる者はいません。純粋な献愛者はこの事実をいつも考えながら、

主の超越的な名前・名声・質を繰りかえし口にしているのですが、そうすることで主といつも

ふれあっています。主は、主の名前や名声などとまったく同じですから、主の名前や名声を唱

えたり思ったりするのは、じっさいに主と交流しているということなのです。 

収入の大部分、少なくとも50パーセントは、主クリシュナの命令を実行するために使うべき

です。さらに、収入の一部をそのように使うだけではなく、このバクティの教えを人々に伝え

る努力もしなくてはなりません。それも主の命令の１つだからです。主は、全世界で主の名前

と名声を広めるためにがんばっている献愛者ほど愛しい者はいない、と断言しています。科学

上の発見も、主の命令を実行するために使うことができます。主は、『バガヴァッド・ギータ

ー』のメッセージが献愛者同士で語りあわれることを望んでいます。それは、苦行・慈善・教

育などの価値を理解できない人々にはできないことかもしれません。ですからその試みは、主

の献愛者になるつもりのない人々を変えるために為されるべきです。このことについて、主チ

ャイタンニャがとてもかんたんな方法を私たちに教えています。歌い、踊り、楽しく⾷べる、

という方法をとおして超越的なメッセージを広めるよう説いたのです。ですから、収入の50パ

ーセントはこのために使うべきです。争いと意見の衝突が繰りかえされる堕落した現代では、

主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブが説いたように、社会の指導者や裕福な人々が収

入の半分を主への奉仕に使えば、かならず、地獄のような混乱状態にある世界は主の神聖な住

居に変貌します。楽しい歌や踊り、そしておいしい料理が用意されている催し物があったら、

行かない人はいません。だれでもその輪に加わるでしょうし、一人ひとりが主の崇高な存在を

感じるはずです。ただそれだけで参加者は主とふれあうことができ、そして心を清めて精神的

悟りを高めることができます。そのような精神的活動を成功させる唯一の条件は、それが純粋

な献愛者の導きでおこなわれることにあります。純粋な献愛者に俗な望みはいっさいありませ

んから、欲得ずくの活動に興味を持たず、主について無意味な空想はしません。主がどういう

方なのか自分でつきとめる必要はありません。主みずから『バガヴァッド・ギーター』で語っ

ていることですし、数々のヴェーダ経典でも説明されています。それらの記述をすべて受けい

れ、主のその教えに従いさえすればいいことです。それを実行できる人が完成の道に導かれま

す。いる立場にいつづけてもかまいません。多事多難の現代ですから、自分の地位を変える必

要はありません。ただ一つの条件は、主と一体化しようとする無味乾燥な推論癖をやめること

です。主と融合するという高慢で横柄な虚栄心を捨てれば、これまで述べた質を持つ正しい献
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愛者の口から『バガヴァッド・ギーター』や『シュリーマド・バーガヴァタム』にある主の命

令が素直に受けいれられるようになります。それがすべてを確実に成功させる方法です。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節 

 

p NaMaae >aGavTae Tau>Ya& vaSaudevaYa DaqMaih ) 
Pa[ÛuManaYaaiNaåÖaYa   NaMa"  SaªzR<aaYa  c )) 37 )) 

 
オーンム ナモー バハガヴァテー トゥビャンム 

oà namo bhagavate tubhyaà 
 

ヴァースデーヴァーヤ デヒィーマヒ 

väsudeväya dhémahi 
 

プラデュムナーヤーニルッダハーヤ 

pradyumnäyäniruddhäya 
 

ナマハ    サンカルシャナーヤ    チャ 

namaù saìkarñaëäya ca 
 

oà—主の超越的な栄光を唱える印; namaù—主にお辞儀を捧げる; bhagavate—人格主神; 

tubhyam—あなたに; väsudeväya—ヴァスデーヴァの子である主へ; dhémahi—共に唱えよ

う; pradyumnäya, aniruddhäya and saìkarñaëäya—ヴァースデーヴァのすべての完全拡張

体; namaù—敬意をこめたお辞儀; ca—そして。 
 

ヴァースデーヴァの栄光を、そしてその完全拡張体であるプラデュムナ、アニルッダ、サン

カルシャナの栄光を共に讃えようではないか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
『パンチャラートラ』は、ナーラーヤナを主神の全拡張体の根源であると述べています。そ

れは、ヴァースデーヴァ（Väsudeva）、サンカルシャナ（Saìkarñaëa）、プラデュムナ

（Pradyumna）、アニルッダ（Aniruddha）のことです。ヴァースデーヴァとサンカルシャ

ナは、向かって中央のそれぞれ左と右に立ち、プラデュムナはサンカルシャナの右側に、そし

てアニルッダはヴァースデーヴァの左側に立ち、このように４人の主神が並んでいます。４人

は、主シュリー・クリシュナの副神として知られています。 

この節は、オームカーラ プラナヴァ（oàkära praëava）で始まるヴェーダ聖歌・マントラ

であり、このようにマントラはoà namo dhémahi（オーム ナモー デヒィーマヒ）などの超越的な唱
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名法として構築されています。 

これまでの話の要点は、果報的活動にしろ、経験哲学にしろ、至高主の超越的な悟りに導か

ない活動は無価値だという点にあります。ゆえにナーラダジーは、熱心な愛情奉仕を段階的に

高めて主と生命体が持っている親交心を深めていく、という方法を自分の経験をとおして説明

しました。主への超越的な熱意が高まり、ついにはラサ（rasa・情感）と呼ばれる超越的多様

性に包まれた愛情奉仕・プレーマー（premä）に到達します。そのような献愛奉仕は混ざりあ

った形で、すなわち果報的活動や哲学的推論と混ざりあった形でおこなわれることもあります。 

この節では、精神指導者を介して達成したスータの境地ついてシャウナカを筆頭とするリシ

たちが尋ねたことが、33の語句から成るこの聖歌で説明されています。そしてこのマントラは、

４人の主宰神、あるいは完全拡張体を伴う主に向けて詠まれています。完全部分体は主の副神

ですから、中心となる人物は主シュリー・クリシュナです。この教えのもっとも秘奥な部分は、

主シュリー・クリシュナ・至高人格主神の栄光を、主の完全部分体であるヴァースデーヴァ、

サンカルシャナ、プラデュムナ、アニルッダとともに唱え、思いだすべきである、という点に

あります。これらの４拡張体は、他のヴィシュヌ・タットヴァ（viñëu-tattva）やシャクティ・

タットヴァ（çakti-tattva）の根源です。 

 

第３８節第３８節第３８節第３８節 

 

wiTa  MaUTYaRi>aDaaNaeNa MaN}aMaUiTaRMaMaUiTaRk-Ma(  ) 
YaJaTae YajPauåz& Sa SaMYaGdXaRNa" PauMaaNa( )) 38 )) 

 
イティ ムールティ・アビヒダハーネーナ 

iti mürty-abhidhänena 
 

マントゥラ・ムールティンム アムールティカンム 

mantra-mürtim amürtikam 
 

ヤジャテー ヤギャ・プルシャンム 

yajate yajïa-puruñaà 
 

サ    サミャグ    ダルシャナハ    プマーン 

sa samyag darçanaù pumän 
 

iti—ゆえに; mürti—代表者; abhidhänena—音として; mantra-mürtim—超越的な音の姿

としての権化; amürtikam—物質的な姿を持たない主; yajate—崇拝する; yajïa—ヴィシュ

ヌ; puruñam—人格主神; saù—かれだけ; samyak—完璧に; darçanaù—見た者; pumän—人

物。 
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ゆえにそのような修練者は、物質的な姿を持たないヴィシュヌ・至高人格主神を超越的な音

の権化として崇拝している真の目撃者である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

感覚はすべて物質でできていますから、主ヴィシュヌの崇高な姿を悟るには不完全な道具と

いえます。ですから主は、唱名という超越的な方法をとおして音の権化として崇拝されます。

不完全な感覚で得られる経験を超えた物事は、音という媒体をとおして理解することができま

す。遠い場所から発信されている人の声を受信して聞くことができる――物質的に可能なら、

精神的にも可能なはずです。この体験は、漠然とした非人格的な体験ではありません。永遠性・

至福・知識という純粋な姿を持つ崇高な人格主神を実体験する境地です。 

『アマラコーシャ』というサンスクリット語辞典では、mürti（ムールティ）を「姿」と「困難」

という２つの意味で定義しています。そのため、amürtikam（アムールティカンム）はシュリー・ヴ

ィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラによって「困難なく」と説明されていま

す。永遠な至福と知識にあふれた主の超越的な姿は、本来の精神的感覚によって知覚できるこ

とであり、それは聖なるマントラ・超越的な音の権化によってよみがえらせることができます。

その音は、正しい精神指導者という穢れのいっさいない代表者から受けいれるべきであり、唱

え方も精神指導者の導きが必要です。その手段に従えば主のもとに徐々に近づくことができま

す。この崇拝法は、権威ある、そして認められたパンチャラートゥリカ体系で勧められていま

す。パンチャラートゥリカ体系は、超越的な献愛奉仕を教えてくれるもっとも由緒正しい規律

です。そのような規律の助けなくして主に近づくことはできず、まして無味乾燥な空論で実現

できるはずがありません。パンチャラートゥリカ体系は争いの現代では実践的かつ適切であり、

現代ではヴェーダーンタよりも重要だと言えます。 

 

第３９節第３９節第３９節第３９節 
 

wMa&  SviNaGaMa&  b]øàveTYa  MadNauiïTaMa(  ) 
AdaNMae jaNaMaEìYa| SviSMaNa( >aav& c ke-Xav" )) 39 )) 

 
イマンム スヴァ・ニガマンム ブラフマンー 

imaà sva-nigamaà brahmann 
 

アヴェーテャ マドゥ・アヌシュティタンム 

avetya mad-anuñöhitam 
 

アダーン メー ギャーナンム    アイシュヴァリャンム 

adän me jïänam aiçvaryaà 
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スヴァスミン バハーヴァンム チャ ケーシャヴァハ 

svasmin bhävaà ca keçavaù 
 

imam—このように ; sva-nigamam—至高人格主神に関連したヴェーダの秘奥な知識; 

brahman—おお、ブラーフマナ（ヴャーサデーヴァ）よ; avetya—それをよく知っていて; 

mat—私によって; anuñöhitam—実行した; adät—私に授けられた; me—私に; jïänam—超

越的な知識; aiçvaryam—富; svasmin—個人的な; bhävam—親密な愛着と愛情; ca—そして; 

keçavaù—主クリシュナ。 
 

ブラーフマナよ。このようにして私は、ヴェーダの秘奥な箇所で繰りかえし説かれている主

に関する超越的な知識を至高主クリシュナから最初に授かり、つぎに精神的富、さらに主への

親密な愛情奉仕を授かった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

超越的な音をとおして主とふれあうことは、全体的な魂である主シュリー・クリシュナとの

交流にほかなりません。それは主に近づくための完全な方法です。献愛者は主との純粋な交流

によって、唱名に関する10の禁令の１つである「唱名への物質的概念」を持たずに、物質的状

態を超越し、崇高な世界に住む主などについて描写するヴェーダ経典の真意を理解できるよう

になります。精神指導者と至高主に揺るぎない信念を持つ人物に、主はみずからを現わします。

そのあと、献愛者は８種類の神秘的な富を授かります。さらに高められる献愛者は主の親しい

仲間として迎えられ、精神指導者という代表者をとおして主への特別な奉仕をまかせられます。

心の清らかな献愛者は、心の内に秘められている神秘的な力をひけらかすことよりも、主への

奉仕に関心を持っています。シュリー・ナーラダはこれらをみずからの体験をとおして説明し、

私たちも、シュリー・ナーラダが主の音の権化について唱える方法を完成させて得た便宜をす

べて授かることができます。師弟継承・パランパラー上にいるナーラダの代表者をとおして受

けつがれるこの超越的な音は、だれでも何事にも邪魔されずに唱えることができるのです。 

 

第４０節第４０節第４０節第４０節 
 

TvMaPYad>a]é[uTa ivé[uTa& iv>aae" 
SaMaaPYaTae YaeNa ivda& bu>auiTSaTaMa( ) 
Pa[a:Yaaih du"%EMauRhuridRTaaTMaNaa& 
Sa&(c)e-XaiNavaR<aMauXaiNTa  NaaNYaQaa  )) 40 )) 
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トゥヴァンム アピ アダブフラ・シュルタ ヴィシュルタンム ヴィボホーホ 

tvam apy adabhra-çruta viçrutaà vibhoù 
 

サマーピャテー    イェーナ ヴィダーンム ブブフトゥシタンム 

samäpyate yena vidäà bubhutsitam 
 

プラーキャーヒ    ドゥフカハイル    ムフル    アルディタートゥマナーンム 

präkhyähi duùkhair muhur arditätmanäà 
 

サンクレーシャ・ニルヴァーナンム ウシャンティ ナーニャタハー 

saìkleça-nirväëam uçanti nänyathä 
 

tvam—善き人よ; api—もまた; adabhra—広大な; çruta—ヴェーダ経典; viçrutam—も聞

いた; vibhoù—全能者の; samäpyate—満たされて; yena—それによって; vidäm—博識者の; 

bubhutsitam—超越的な知識についていつも聞きたいと願う人 ; präkhyähi—説明する ; 

duùkhaiù— 苦しみによって ; muhuù— いつ も ; ardita-ätmanäm— 苦 しんでいる大衆 ; 

saìkleça—苦しみ; nirväëam—軽減; uçanti na—出ない; anyathä—他の方法によって。 
 

だから、どうか、あなたが自分のヴェーダの幅広い知識をとおして学んだ全能の主の活動に

ついて説明していただきたい。そのことが、すぐれた博識者たちの強い望みを満たし、同時に、

物質的苦悩にいつも悩まされている大衆の苦しみをやわらげるからである。まさに、そのよう

な苦境から逃れる方法はほかにはない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリー・ナーラダ・ムニは、物質的活動から生じるすべての問題の解決は、至高主の超越

的栄光を広く伝えることにある、と自分の体験をとおして断言しています。人類は４段階の善

人と悪人に分けることができます。４種類の善人は全能なる神の存在を認めているので、(1)

困難に直面しているとき、(2)お金が必要なとき、(3)高い知識を持っているとき、(4)神につい

てもっと知りたいと思うとき、本能的に主に救いを求めます。そのため、ナーラダジーはヴャ

ーサデーヴァに、すでに得ている幅広いヴェーダ知識にもとづいて神に関する超越的な知識を

広めるよう助言しました。 

悪人も４種類に分けられます。(1)生活を改善させる果報的活動に明けくれ、結果として伴う

苦しみに悩まされている人々。(2)感覚を満たすための背徳行為にふけり、それに伴う苦しみに

悩まされている人々。(3)物質的な知識に⻑じていても、全能の主の権威を認める判断力がない

ために苦しんでいる人々。(4)いつも苦境にあるのに、無神論であるために神の名前を故意に忌

み嫌っている人々。 
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シュリー・ナーラダジーはヴャーサデーヴァに、善悪双方の８種類の人々の幸福のために、

主の栄光を説くよう勧めました。ですから、『シュリーマド・バーガヴァタム』は特定の種類

の人種や宗派のために用意されているのではありません。自分自身の幸福や心の平安を心から

求めている誠実な人々のためにあるのです。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第５章、

「『シュリーマド・バーガヴァタム』についてヴャーサデーヴァに授けられたナーラダの教え」

の要旨解説を終了します。 


